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一
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国
家
承
認
基
準
の
展
開
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コ
ソ
ボ
お
よ
び
ア
ブ
ハ
ジ
ア
に
関
す
る
実
行
の
比
較
検
討―

―
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井　
　

利　
　

江

Ⅰ　

は
じ
め
に

Ⅱ　

国
家
承
認
規
則

　

一　

伝
統
的
国
家
性
基
準

　

二　

追
加
的
国
家
性
基
準

　
　

１　

東
欧
お
よ
び
旧
ソ
連
に
お
け
る
新
国
家
の
承
認
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
　

２　

東
欧
お
よ
び
旧
ソ
連
に
お
け
る
新
国
家
の
承
認
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
実
行

　

三　

国
家
創
設
過
程
に
お
け
る
正
当
性

Ⅲ　

分
離
権

Ⅳ　

最
近
の
実
行

　

一　

コ
ソ
ボ

二
一
八
一
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同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

一
五
六

国
家
承
認
基
準
の
展
開

　
　

１　

国
家
性

　
　

２　

分
離
権

　
　
　

⑴　

コ
ソ
ボ
﹁
人
民
﹂

　
　
　

⑵　

人
権
侵
害

　
　
　

⑶　

最
終
的
手
段

　

二　

ア
ブ
ハ
ジ
ア

　
　

１　

ア
ブ
ハ
ジ
ア
紛
争

　
　
　

⑴　

紛
争
の
経
緯

　
　
　

⑵　

国
際
社
会
の
対
応

　
　
　
　

ⅰ　

国
連

　
　
　
　

ⅱ　

諸
国
家

　
　
　
　

ⅲ　

独
立
国
際
事
実
調
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　
　

２　

国
家
性

　
　
　

⑴　

伝
統
的
国
家
性
基
準

　
　
　

⑵　

追
加
的
国
家
性
基
準

　
　
　
　

ⅰ　

移
動
・
居
住
の
自
由

　
　
　
　

ⅱ　

国
籍
に
関
す
る
権
利

　
　
　
　

ⅲ　

そ
の
他
の
人
権

　
　

３　

国
家
創
設
過
程
の
正
当
性

　
　
　

⑴　

国
際
人
道
法

　
　
　

⑵　

武
力
行
使
禁
止
原
則

二
一
八
二
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国
家
承
認
基
準
の
展
開

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

一
五
七

　
　

４　

分
離
権

　
　
　

⑴　

ア
ブ
ハ
ジ
ア
﹁
人
民
﹂

　
　
　

⑵　

人
権
侵
害

　
　
　

⑶　

最
終
的
手
段

Ⅴ　

結
び

Ⅰ　

は
じ
め
に

　

コ
ソ
ボ）

1
（

は
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
に
帰
属
す
る
一
地
域
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
九
年
か
ら
国
連
暫
定
統
治
の
下
に
お
か
れ
、
二
〇
〇
八
年
二
月

一
七
日
、
独
立
を
宣
言
し
、
今
日
ま
で
に
九
四
カ
国
が
コ
ソ
ボ
を
国
家
と
し
て
承
認
し
て
い
る）

2
（

。
他
の
分
離
の
事
例
の
中
で
も
グ
ル
ジ
ア
か

ら
の
分
離
独
立
を
主
張
し
た
ア
ブ
ハ
ジ
ア
に
つ
い
て
は
、
コ
ソ
ボ
の
分
離
独
立
に
至
る
経
緯
お
よ
び
紛
争
の
要
因
に
関
し
て
類
似
性
が
多
い

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

3
（

。
セ
ル
ビ
ア
お
よ
び
グ
ル
ジ
ア
に
共
通
す
る
要
因
と
し
て
は
例
え
ば
、
独
立
国
家
と
し
て
存
在
し
た
歴
史
、
多
数

民
族
集
団
と
少
数
民
族
集
団
と
の
長
期
に
わ
た
る
敵
対
関
係
、
憲
法
上
保
障
さ
れ
た
自
治
の
地
位
、
中
央
政
府
の
少
数
民
族
に
対
す
る
弾
圧

等
が
あ
る）

4
（

。
コ
ソ
ボ
お
よ
び
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
国
内
法
上
の
地
位
に
関
し
て
は
コ
ソ
ボ
が
セ
ル
ビ
ア
内
の
自
治
州
（A

utonom
ous P

rovince 

of K
osovo

）
と
さ
れ
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
は
グ
ル
ジ
ア
内
の
自
治
共
和
国
（A

utonom
ous R

epublic of A
bkhazia

）
と
さ
れ
た
。
民
族
紛
争

解
決
の
た
め
に
国
連
お
よ
び
地
域
的
国
際
機
構
が
関
与
し
、
国
連
平
和
維
持
活
動
と
し
て
、
コ
ソ
ボ
で
は
前
述
の
よ
う
に
国
連
コ
ソ
ボ
暫
定

行
政
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（U

nited N
ations Interim

 A
dm

inistration M
ission in K

osovo/ U
N

M
IK

）
に
よ
る
暫
定
統
治
が
行
わ
れ
、
ア
ブ

ハ
ジ
ア
で
は
国
連
安
保
理
決
議
八
四
九
（
一
九
九
三
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
決
議
に
基
づ
き
、
国
連
グ
ル
ジ
ア
監
視
団
（U

nited 

二
一
八
三
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志
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六
四
巻
七
号�

一
五
八

国
家
承
認
基
準
の
展
開

N
ations O

bserver M
ission in G

eorgia/ U
N

O
M

IG

）
が
一
九
九
三
年
八
月
か
ら
二
〇
〇
九
年
六
月
ま
で
展
開
さ
れ
た
。
ま
た
コ
ソ
ボ
の

セ
ル
ビ
ア
か
ら
の
分
離
独
立
の
法
的
根
拠
と
し
て
、
救
済
的
分
離
権
に
言
及
し
た
諸
国
が
あ
る
。
ア
ブ
ハ
ジ
ア
お
よ
び
南
オ
セ
チ
ア
に
国
家

承
認
を
付
与
し
た
ロ
シ
ア
は
、
救
済
的
分
離
の
理
論
を
援
用
し
た
。

　

一
方
の
コ
ソ
ボ
に
つ
い
て
は
国
際
司
法
裁
判
所
勧
告
的
意
見
（
二
〇
一
〇
年
）
に
お
い
て
同
独
立
宣
言
が
国
際
法
違
反
で
は
な
い
と
確
認

さ
れ
、
他
方
の
ア
ブ
ハ
ジ
ア
に
関
し
て
、
国
連
安
保
理
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
は
グ
ル
ジ
ア
の
領
土
保
全
尊
重
を
確
認
し
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
に
国
家
承
認

を
付
与
し
た
国
は
六
カ
国
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
を
除
き
国
際
社
会
の
主
要
国
と
み
な
さ
れ
る
国
は
含
ま
れ
て
い
な
い）

5
（

。

　

コ
ソ
ボ
お
よ
び
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
領
域
住
民
は
そ
れ
ぞ
れ
多
民
族
に
よ
る
集
団
を
構
成
し
、
前
述
の
よ
う
な
共
通
要
因
が
存
在
す
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
コ
ソ
ボ
の
分
離
独
立
が
合
法
的
と
判
断
さ
れ
て
主
要
諸
国
を
含
む
多
数
の
諸
国
か
ら
国
家
承
認
を
付
与
さ
れ
た
一
方
で
、
ア
ブ

ハ
ジ
ア
の
グ
ル
ジ
ア
か
ら
の
分
離
独
立
が
な
ぜ
認
め
ら
れ
な
い
の
か
。
コ
ソ
ボ
独
立
宣
言
の
合
法
性
事
件
手
続
過
程
に
お
い
て
は
、
コ
ソ
ボ

の
国
家
性
、
国
家
承
認
お
よ
び
分
離
権
に
関
し
て
参
加
国
に
よ
る
議
論
が
あ
っ
た
が
、
勧
告
的
意
見
は
こ
れ
ら
の
点
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

本
稿
で
は
コ
ソ
ボ
お
よ
び
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
事
例
に
含
ま
れ
る
要
因
の
比
較
検
討
と
い
う
視
点
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
国
家
承
認
規
則
の
現
状
を

探
り
た
い）

6
（

。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
視
点
と
し
て
は
ま
ず
国
家
性
要
件
ま
た
は
基
準
、
次
に
国
家
創
設
過
程
に
お
け
る
強
行
規
範
違

反
の
存
否
、
そ
し
て
分
離
権
に
関
し
て
検
討
す
る
。

Ⅱ　

国
家
承
認
規
則

　

独
立
を
主
張
す
る
実
体
へ
の
国
家
承
認
の
付
与
を
め
ぐ
っ
て
適
用
さ
れ
る
国
際
法
規
則
お
よ
び
判
断
基
準
と
し
て
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る

の
は
、
モ
ン
テ
ビ
デ
オ
条
約
（
一
九
三
三
年
）、
国
家
創
設
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
正
当
性
、
東
欧
お
よ
び
旧
ソ
連
に
お
け
る
新
国
家
の
承
認

二
一
八
四
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国
家
承
認
基
準
の
展
開

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

一
五
九

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
一
九
九
一
年
）
で
あ
る
。
以
上
の
規
則
お
よ
び
基
準
は
客
観
的
な
評
価
が
可
能
な
要
因
で
は
あ
る
が
、
当
該
実

体
に
こ
れ
ら
の
規
則
お
よ
び
基
準
を
適
用
し
て
実
際
に
判
断
す
る
の
は
個
別
の
既
存
国
家
で
あ
り
、
実
体
の
国
家
性
評
価
に
は
各
国
家
の
政

治
的
考
慮
が
加
味
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
国
家
性
基
準
を
満
た
し
て
い
る
実
体
で
あ
っ
て
も
、
法
的
に
国
家
と
し
て
承
認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

り
、
ま
た
国
家
性
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
実
体
で
も
政
治
的
目
的
か
ら
国
家
と
し
て
承
認
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
う
る）

7
（

。

一　

伝
統
的
国
家
性
基
準

　

国
家
性
の
要
件
ま
た
は
国
家
性
基
準
と
さ
れ
る
の
は
、
恒
常
的
住
民
、
画
定
さ
れ
た
領
土
、
政
府
お
よ
び
他
国
と
の
関
係
を
と
り
結
ぶ
能

力
を
備
え
る
こ
と
と
し
て
、
国
家
の
権
利
お
よ
び
義
務
に
関
す
る
条
約
（
モ
ン
テ
ビ
デ
オ
条
約
一
九
三
三
年
）
第
一
条）

8
（

に
よ
り
定
式
化
さ
れ

た
。
恒
久
的
住
民
に
関
し
て
は
、
個
人
の
国
籍
に
関
す
る
規
則
と
は
関
係
な
く
、
個
人
の
集
合
と
し
て
理
解
さ
れ
る）

9
（

。
国
家
性
基
準
と
し
て

の
政
府
は
、
他
の
権
力
か
ら
独
立
し
て
領
域
を
実
効
的
に
支
配
す
る
状
態
、
す
な
わ
ち
実
効
性
が
要
求
さ
れ
て
い
る）
₁₀
（

。

　

同
条
約
が
規
定
す
る
国
家
性
の
要
件
は
諸
国
家
に
も
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
米
国
国
務
省
は
、
一
九
七
六
年
一
一
月
、﹁
明
確
に

定
義
さ
れ
た
領
土
お
よ
び
住
民
へ
の
実
効
的
支
配
、
同
領
土
を
組
織
的
に
統
治
す
る
政
府
、
お
よ
び
外
交
関
係
を
実
効
的
に
遂
行
し
国
際
的

義
務
を
履
行
す
る
権
能
﹂
を
有
す
る
こ
と
を
国
家
性
基
準
と
み
な
す
と
表
明
し
た）
₁₁
（

。
カ
ナ
ダ
、
英
国
等
の
政
府
も
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い

る
）
₁₂
（

。
ま
た
一
九
九
一
年
に
始
ま
っ
た
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
社
会
主
義
連
邦
共
和
国
（
Ｓ
Ｆ
Ｒ
Ｙ
）
に
お
け
る
連
邦
解
体
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に

対
応
す
べ
く
、
Ｅ
Ｃ
が
設
置
し
た
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
和
平
会
議
仲
裁
委
員
会
（
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
委
員
会）
₁₃
（

）
は
、
同
第
一
意
見
（
一
九
九

一
年
）
に
お
い
て
﹁
国
家
は
通
常
、
組
織
化
さ
れ
た
政
治
的
権
力
に
従
属
す
る
領
土
お
よ
び
住
民
で
構
成
さ
れ
る
共
同
体
と
定
義
さ
れ
、
そ

の
よ
う
な
国
家
は
主
権
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る）
₁₄
（

﹂
と
し
、
モ
ン
テ
ビ
デ
オ
条
約
が
規
定
し
た
国
家
性
基
準
を
Ｓ
Ｆ
Ｒ
Ｙ
の
連
邦
解
体
過

程
に
お
い
て
も
適
用
さ
れ
る
基
準
と
す
る
こ
と
を
確
認
し
た）
₁₅
（

。

二
一
八
五
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同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

一
六
〇

国
家
承
認
基
準
の
展
開

二　

追
加
的
国
家
性
基
準

１　

東
欧
お
よ
び
旧
ソ
連
に
お
け
る
新
国
家
の
承
認
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　

Ｓ
Ｆ
Ｒ
Ｙ
、
旧
ソ
連
お
よ
び
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
連
邦
解
体
に
伴
っ
て
生
成
さ
れ
る
新
国
家
の
国
家
承
認
を
め
ぐ
り
、
欧
州
共
同
体

（
Ｅ
Ｃ
）
諸
国
は
新
た
な
国
家
性
要
件
を
追
加
し
た
。
Ｅ
Ｃ
は
同
理
事
会
に
お
い
て
一
九
九
一
年
一
二
月
一
六
日
、
以
下
の
よ
う
な
東
欧
お

よ
び
旧
ソ
連
に
お
け
る
新
国
家
の
承
認
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
含
む
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
関
す
る
宣
言）
₁₆
（

を
発
表
し
た
。

　

１　

 

国
連
憲
章
の
諸
規
定
な
ら
び
に
ヘ
ル
シ
ン
キ
最
終
文
書
お
よ
び
新
し
い
欧
州
の
た
め
の
パ
リ
憲
章
の
中
で
、
法
の
支
配
、
民
主
主
義

お
よ
び
人
権
に
関
し
て
な
さ
れ
た
約
束
の
尊
重
。

　

２　

 

全
欧
安
全
保
障
協
力
会
議
の
枠
組
み
の
中
で
な
さ
れ
た
約
束
に
従
っ
て
、
民
族
的
お
よ
び
国
民
的
集
団
な
ら
び
に
少
数
者
の
権
利
の

保
障
。

　

３　

 

平
和
的
手
段
に
よ
っ
て
の
み
、
か
つ
、
共
通
の
合
意
に
よ
っ
て
の
み
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
全
国
境
の
不
可
侵
の
尊
重
。

　

４　

 

安
全
保
障
お
よ
び
地
域
的
安
定
の
み
な
ら
ず
、
軍
縮
お
よ
び
核
の
不
拡
散
に
関
す
る
す
べ
て
の
約
束
の
受
諾
。

　

５　

 

国
家
承
継
お
よ
び
地
域
紛
争
に
関
す
る
す
べ
て
の
問
題
を
合
意
に
よ
っ
て
、
適
切
な
場
合
に
は
仲
裁
に
訴
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決

す
る
こ
と
の
約
束
。

　

国
家
承
認
に
関
す
る
国
際
法
の
伝
統
的
枠
組
と
さ
れ
る
モ
ン
テ
ビ
デ
オ
条
約
で
は
新
実
体
の
対
内
的
組
織
に
は
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
の

と
は
異
な
り
、
同
新
国
家
の
承
認
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
法
の
支
配
、
民
主
主
義
、
民
族
的
集
団
お
よ
び
少
数
者
の
権
利
保
障
を
含

む
人
権
に
関
す
る
約
束
、
国
境
不
可
侵
の
尊
重
等
を
承
認
付
与
の
条
件
と
し
て
要
求
し
た
。

二
一
八
六
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）

国
家
承
認
基
準
の
展
開

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

一
六
一

２　

東
欧
お
よ
び
旧
ソ
連
に
お
け
る
新
国
家
の
承
認
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
実
行

　

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
連
し
、Ｅ
Ｃ
の
勧
め
に
応
じ
て
、
セ
ル
ビ
ア
お
よ
び
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
を
除
く
他
の
五
つ
の
共
和
国
（
連
邦
構
成
国
）

が
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
委
員
会
に
国
家
承
認
を
申
請
し
た
。
ク
ロ
ア
チ
ア
に
関
し
て
は
実
効
的
政
府
が
確
立
し
て
お
ら
ず
、
憲
法
が
民
族
的
少
数

者
の
権
利
を
保
障
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
客
観
的
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
み
ら
れ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
九

九
二
年
一
月
一
五
日
、
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
委
員
会
は
Ｅ
Ｃ
に
ス
ロ
ベ
ニ
ア
お
よ
び
ク
ロ
ア
チ
ア
へ
の
国
家
承
認
の
付
与
を
助
言
し
た
。
ボ
ス
ニ

ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
に
関
し
て
も
、
実
効
的
政
府
は
欠
如
し
て
お
り
、
外
国
軍
の
支
援
な
し
に
は
独
立
を
維
持
で
き
ず）
₁₇
（

、
ま
た
人
権
の
適

正
な
保
護
も
な
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
国
家
承
認
が
付
与
さ
れ
た
。
一
九
九
二
年
四
月
七
日
、
米
国
の
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
ク

ロ
ア
チ
ア
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
お
よ
び
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
に
つ
い
て
、
国
家
性
基
準
を
満
た
し
て
い
る
と
し
て
承
認
を
付
与
す
る
と

の
声
明
を
発
表
し）
₁₈
（

、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
も
同
様
に
対
応
し
た
。
他
方
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
に
関
し
て
は
、
同
委
員
会
は
国
家
性
基
準
を

満
た
し
て
い
る
と
宣
言
し
た）
₁₉
（

が
ギ
リ
シ
ャ
が
承
認
を
拒
否
し
た
こ
と
か
ら
、
国
家
承
認
を
付
与
し
た
の
は
一
部
の
諸
国
の
み
で
あ
っ
た
。

　

Ｅ
Ｃ
理
事
会
の
宣
言
に
よ
り
国
家
承
認
規
則
は
拡
張
し
た
が
、
国
家
実
行
か
ら
み
れ
ば
、
新
た
な
国
家
承
認
規
則
の
適
用
に
は
一
貫
性
が

な
い
。
グ
ル
ジ
ア
紛
争
解
決
の
た
め
に
Ｅ
Ｕ
が
設
置
し
た
グ
ル
ジ
ア
紛
争
に
関
す
る
独
立
国
際
事
実
調
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
同
報
告
書
に
お
い

て
、
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
い
う
正
当
性
基
準
が
法
的
条
件
と
し
て
適
用
さ
れ
た
の
か
ま
た
は
政
治
的
裁
量
事
項
と
し
て
適
用
さ
れ
た
の
か
、

明
ら
か
で
は
な
い
と
し
、
国
家
性
を
満
た
さ
な
い
実
体
も
政
治
的
動
機
か
ら
承
認
さ
れ
る
こ
と
も
可
能
、
と
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る）
₂₀
（

。

三　

国
家
創
設
過
程
に
お
け
る
正
当
性

　

国
家
承
認
に
関
す
る
国
際
社
会
の
実
行
に
よ
れ
ば
、
独
立
を
主
張
す
る
実
体
が
前
述
の
よ
う
な
伝
統
的
国
家
性
基
準
を
満
た
し
て
い
る
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
も
、
国
家
創
設
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
強
行
規
範
（ju

s cogen
s

）
に
違
反
す
る
行
為
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

二
一
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六
二

国
家
承
認
基
準
の
展
開

実
体
は
国
際
法
上
の
正
当
性
を
欠
く
と
み
な
さ
れ
、
国
家
承
認
を
付
与
し
て
い
な
い）
₂₁
（

。
コ
ソ
ボ
独
立
宣
言
の
合
法
性
に
関
す
る
国
際
司
法
裁

判
所
勧
告
的
意
見
も
、
安
保
理
の
実
行
に
お
い
て
、
独
立
宣
言
の
時
点
に
お
い
て
強
行
規
範
の
重
大
な
違
反
を
伴
う
場
合
、
そ
の
よ
う
な
独

立
宣
言
を
無
効
と
し
て
き
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る）
₂₂
（

。
す
な
わ
ち
南
ロ
ー
デ
シ
ア
、北
キ
プ
ロ
ス
お
よ
び
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
（R

epublika 

Srpska

）
に
関
す
る
独
立
宣
言
の
場
合
、
違
法
な
武
力
行
使
又
は
そ
の
他
の
、
こ
と
に
強
行
的
性
格
の
一
般
国
際
法
規
範
の
重
大
な
違
反
を

伴
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
実
体
は
国
家
と
し
て
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

Ⅲ　

分
離
権

　

ア
ブ
ハ
ジ
ア
は
独
立
要
求
の
法
的
根
拠
と
し
て
自
決
権
を
援
用
し
た）
₂₃
（

。
国
際
法
に
お
け
る
自
決
権
に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
味
内
容
の
一
つ

と
し
て
、
集
団
が
所
属
国
家
政
府
に
よ
っ
て
差
別
的
に
扱
わ
れ
、
代
表
権
を
否
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
所
属
国
家
の
領
土
保
全
は
尊
重
さ
れ

ず
、
分
離
独
立
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
解
釈
が
あ
る
。
こ
の
解
釈
を
代
表
す
る
の
は
救
済
的
分
離
、
す
な
わ
ち
集
団
の
主
張
が
所
属
国
家
政

府
に
反
映
さ
れ
ず
、
そ
の
人
権
に
深
刻
な
侵
害
が
あ
る
と
い
う
実
体
的
要
件
、
お
よ
び
平
和
的
解
決
手
段
を
尽
く
し
て
も
解
決
に
至
ら
な
い

と
い
う
手
続
的
要
件
が
と
も
に
満
た
さ
れ
た
場
合
に
は
、
最
終
的
手
段
と
し
て
、
集
団
の
自
決
権
が
所
属
国
家
の
領
土
保
全
に
優
先
し
、
所

属
国
家
か
ら
の
分
離
独
立
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
理
論
で
あ
り
、
学
説
に
お
い
て
支
持
さ
れ
て
い
る）
₂₄
（

。
な
お
、
救
済
的
分
離
の
理
論
で
は
、

集
団
が
分
離
権
の
主
体
と
み
な
さ
れ
る
前
提
と
し
て
、
ま
ず
同
集
団
が
何
ら
か
の
共
通
要
因
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
す
る
。

　

コ
ソ
ボ
独
立
宣
言
の
合
法
性
に
関
す
る
国
際
司
法
裁
判
所
勧
告
的
意
見
は
救
済
的
分
離
に
関
す
る
判
断
を
回
避
し
た
が
、
救
済
的
分
離
権

の
存
在
を
否
定
し
て
い
な
い
。
同
意
見
に
関
し
て
は
、
コ
ソ
ボ
に
お
い
て
救
済
的
分
離
権
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
理
論
上
の
二
つ
の
要
件
、

二
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三

実
体
的
要
件
お
よ
び
手
続
的
要
件
の
そ
れ
ぞ
れ
に
含
ま
れ
る
要
素
が
存
在
し
た
こ
と
を
間
接
的
に
認
め
て
い
る
と
す
る
解
釈
が
あ
る）
₂₅
（

。
ま
ず

実
体
的
要
件
に
関
し
て
勧
告
的
意
見
は
、
安
保
理
決
議
一
二
四
四
が
﹁
重
大
な
人
道
的
状
況
を
解
決
す
る
こ
と
を
決
定
し
﹂、Ｆ
Ｒ
Ｙ
に
﹁
コ

ソ
ボ
に
お
け
る
暴
力
お
よ
び
抑
圧
の
即
時
か
つ
検
証
可
能
な
終
息）
₂₆
（

﹂
を
要
請
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
裁
量
権
に
関
す
る
コ
ン
テ
ク

ス
ト
で
は
、
セ
ル
ビ
ア
政
府
の
政
策
に
よ
り
コ
ソ
ボ
住
民
が
重
大
な
人
権
侵
害
の
被
害
者
と
な
っ
た
事
実
を
示
唆
し
て
い
る
。
手
続
的
要
件

に
関
し
て
同
勧
告
的
意
見
は
、﹁
事
実
の
概
要）
₂₇
（

﹂
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、安
保
理
決
議
一
二
四
四
採
択
お
よ
び
国
連
暫
定
統
治
に
続
き
、

コ
ソ
ボ
の
最
終
的
地
位
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
交
渉
が
開
始
さ
れ
、こ
の
間
の
交
渉
を
通
じ
て
可
能
な
解
決
手
段
が
尽
く
さ
れ
、

最
終
的
地
位
プ
ロ
セ
ス
の
完
了
後
に
独
立
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
経
緯
に
言
及
す
る
こ
と
に
よ
り
、
救
済
的
分
離
に
関
す
る
手
続
的
要
件
と
さ

れ
る
要
因
が
存
在
す
る
こ
と
を
間
接
的
に
認
め
て
い
る
。
ま
た
コ
ソ
ボ
独
立
宣
言
の
起
草
者
が
コ
ソ
ボ
議
会
で
は
な
く
、﹁
暫
定
統
治
枠
組

の
外
で
コ
ソ
ボ
人
民
の
代
表
と
し
て
の
資
格
で
共
同
行
動
す
る
人
々
（persons w

ho acted together in their capacity as 

representatives of the people of K
osovo
）﹂
で
あ
る
と
認
定
し
、
コ
ソ
ボ
独
立
宣
言
が
﹁
コ
ソ
ボ
人
民
の
意
思
﹂
の
表
明
で
あ
る
こ

と
も
確
認
し
て
い
る）
₂₈
（

。
以
上
か
ら
、
勧
告
的
意
見
は
救
済
的
分
離
権
の
存
在
を
否
定
し
て
お
ら
ず
、
コ
ソ
ボ
人
民
は
救
済
的
分
離
権
の
主
体

と
み
な
さ
れ
る
と
す
る
余
地
を
含
ん
で
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ⅳ　

最
近
の
実
行

一　

コ
ソ
ボ

１　

国
家
性

　

独
立
宣
言
時
点
に
お
い
て
コ
ソ
ボ
は
、
安
保
理
決
議
一
二
四
四
に
基
づ
き
、
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
に
よ
る
国
連
暫
定
統
治
の
下
に
あ
り
、
そ
の
状

二
一
八
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国
家
承
認
基
準
の
展
開

況
は
現
在
も
同
様
で
あ
る
。
コ
ソ
ボ
独
立
宣
言
合
法
性
事
件
手
続
過
程
に
お
い
て
、
コ
ソ
ボ
支
持
諸
国
は
、
コ
ソ
ボ
は
一
九
三
三
年
モ
ン
テ

ヴ
ィ
デ
オ
条
約
の
国
家
性
基
準
を
満
た
し
て
お
り
、東
欧
旧
ソ
連
に
お
け
る
新
国
家
承
認
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
一
致
し
て
い
る）
₂₉
（

と
主
張
し
た
。

具
体
的
に
は
、
コ
ソ
ボ
暫
定
自
治
政
府
諸
機
構
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
）
は
立
法
権
お
よ
び
統
治
権
を
行
使
し
て
い
る
。
外
交
関
係
に
関
し
て
は
、
一

九
の
大
使
館
お
よ
び
一
〇
の
代
表
部
が
コ
ソ
ボ
に
お
い
て
開
設
さ
れ
、
ま
た
一
一
の
コ
ソ
ボ
在
外
公
館
（accredited em

bassies

）
が
開

設
さ
れ
て
お
り
、
コ
ソ
ボ
は
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）、
世
界
銀
行
、
国
際
開
発
協
会
（
Ｉ
Ｄ
Ａ
）
お
よ
び
国
際
金
融
公
社
（
Ｉ
Ｆ
Ｃ
）

の
国
際
機
構
加
盟
国
と
し
て
参
加
し
て
お
り
、
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
権
基
準
を
満
た
し
て
い
る）
₃₀
（

。
従
っ
て
、
国
家
と
し
て
の
既
成
事
実

が
存
在
す
る
と
い
う）
₃₁
（

。

　

し
か
し
実
際
に
は
、
政
府
と
し
て
の
立
法
お
よ
び
行
政
機
能
は
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
、
Ｋ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
、
Ｅ
Ｕ
Ｌ
Ｅ
Ｘ
と
い
う
、
い
ず
れ
も
国
際
機
構

が
創
設
し
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
担
当
し
て
お
り
、
Ｋ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
は
治
安
維
持
、
Ｅ
Ｕ
Ｌ
Ｅ
Ｘ）
₃₂
（

は
ル
ー
ル
・
オ
ブ
・
ロ
ー
、
公
序
お
よ
び
安
全
保
障

の
維
持
促
進
、
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
は
文
民
統
治
機
能
の
権
限
お
よ
び
責
任
を
有
し
て
い
る
。
司
法
権
に
関
し
て
も
、
一
部
の
地
域
で
は
外
国
の
裁

判
官
が
指
名
さ
れ
た
り
、
セ
ル
ビ
ア
の
司
法
制
度
の
一
部
と
し
て
セ
ル
ビ
ア
国
内
裁
判
所
が
機
能
し
て
い
た
り
す
る
現
状
が
あ
る）
₃₃
（

。
対
外
関

係
に
つ
い
て
は
国
連
特
使
お
よ
び
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
が
コ
ソ
ボ
の
対
外
関
係
に
関
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
コ
ソ
ボ
単
独
に
よ
る

外
交
権
を
行
使
し
て
い
る
と
み
る
の
は
難
し
い）
₃₄
（

。
コ
ソ
ボ
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
国
際
機
構
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
な
く
し
て
コ
ソ
ボ
の
統
治
は
不
可

能
で
あ
ろ
う
。
以
上
か
ら
、
伝
統
的
国
際
法
に
お
け
る
国
家
性
基
準
の
一
つ
と
さ
れ
る
他
国
と
関
係
を
結
ぶ
能
力）
₃₅
（

、
お
よ
び
コ
ソ
ボ
住
民
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
実
効
的
政
府
の
不
存
在
が
明
ら
か
で
あ
る）
₃₆
（

。
従
っ
て
伝
統
的
国
際
法
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
コ
ソ
ボ
は
国
家
性
基
準
を

満
た
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
は
難
し
い）
₃₇
（

。

二
一
九
〇



（　
　
　
　

）

国
家
承
認
基
準
の
展
開

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

一
六
五
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分
離
権

⑴　

コ
ソ
ボ
﹁
人
民
﹂

　

コ
ソ
ボ
は
人
口
約
二
一
〇
万
人
（
二
〇
〇
八
年
一
二
月
現
在
）、
そ
の
う
ち
約
九
二
％
を
ア
ル
バ
ニ
ア
民
族
が
占
め
、
そ
の
他
は
セ
ル
ビ

ア
民
族
、
ト
ル
コ
民
族
等
で
構
成
さ
れ
る
。
コ
ソ
ボ
の
ア
ル
バ
ニ
ア
民
族
の
大
部
分
に
は
ア
ル
バ
ニ
ア
語
を
使
用
す
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ

る
と
い
う
共
通
要
因
が
あ
る）
₃₈
（

。
一
三
八
九
年
か
ら
一
九
一
三
年
ま
で
、
コ
ソ
ボ
は
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
の
領
土
と
な
っ
た
。
一
九
一
八
年
、

コ
ソ
ボ
は
セ
ル
ビ
ア
・
ク
ロ
ア
チ
ア
・
ス
ロ
ベ
ニ
ア
王
国
の
一
部
に
編
入
さ
れ
た
が
、
国
際
連
盟
の
支
援
に
よ
り
締
結
さ
れ
た
民
族
的
少
数

者
保
護
条
約
の
も
と
で
、
民
族
語
に
よ
る
教
育
が
許
容
さ
れ
て
い
た
。
一
九
四
五
年
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
社
会
主
義
連
邦
共
和
国
（
Ｓ
Ｆ
Ｒ

Ｙ
）
建
国
後
、
一
九
四
六
年
に
制
定
さ
れ
た
Ｓ
Ｆ
Ｒ
Ｙ
憲
法
に
よ
り
、
コ
ソ
ボ
は
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
に
属
す
る
自
治
地
域
と
な
り
、
一
九
七

四
年
Ｓ
Ｆ
Ｒ
Ｙ
憲
法
で
は
、
コ
ソ
ボ
自
治
州
は
共
和
国
に
準
じ
た
大
幅
な
自
治
権
を
獲
得
し
、
独
自
の
憲
法
、
議
会
、
政
府
、
裁
判
所
を
有

し
た）
₃₉
（

。

　

勧
告
的
意
見
は
自
決
権
に
関
す
る
議
論
に
は
立
入
ら
ず
、従
っ
て
自
決
権
の
主
体
す
な
わ
ち
﹁
人
民
﹂
に
関
し
て
も
明
確
に
し
て
い
な
い
。

た
だ
し
独
立
宣
言
立
案
者
を
﹁
コ
ソ
ボ
人
民
に
よ
っ
て
民
主
的
に
選
出
さ
れ
た
人
々
﹂
と
捉
え
て
い
る）
₄₀
（

。
ま
た
独
立
が
﹁
人
民
の
意
思
﹂
の

反
映
で
あ
る
と
す
る
コ
ソ
ボ
独
立
宣
言
本
文
を
引
用
し
て
い
る）
₄₁
（

。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
同
勧
告
的
意
見
は
コ
ソ
ボ
独
立
宣
言
を
コ
ソ
ボ
人

民
に
よ
る
自
決
権
の
行
使
と
み
な
し
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
、
ト
リ
ン
ダ
ー
ジ
裁
判
官
個
別
意
見
は
、﹁
人
民
﹂

の
定
義
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
、﹁
共
通
の
苦
難
﹂
を
含
む
何
ら
か
の
事
実
的
要
素
に
よ
っ
て
結
合
し
て
い
る
集
団
と
し
、コ
ソ
ボ
を
﹁
人
民
﹂

と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
示
唆
し
て
い
る
。

　

国
際
法
に
お
い
て
何
が
﹁
人
民
﹂
を
構
成
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
詳
細
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
輪
郭
に
つ
い
て
明
ら
か
な
の

は
主
観
的
、
客
観
的
要
素
の
結
合
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
法
律
的
で
は
な
く
事
実
的
要
素
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二
一
九
一
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家
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認
基
準
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展
開

　

Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
憲
法
枠
組
が
コ
ソ
ボ
は
﹁
特
別
の
歴
史
的
、
法
的
、
文
化
的
お
よ
び
言
語
的
属
性
を
有
す
る
人
民
の
実
体
﹂
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
を
想
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
う
一
つ
の
要
素
と
し
て
、
共
通
の
苦
難
（com

m
on suffering

）
が
追

加
で
き
る
で
あ
ろ
う）
₄₂
（

。

⑵　

人
権
侵
害

　

コ
ソ
ボ
の
将
来
の
地
位
に
関
す
る
国
連
事
務
総
長
特
使
ア
ハ
テ
ィ
サ
ー
リ
報
告
書
（
二
〇
〇
七
年
）
は
、
セ
ル
ビ
ア
民
族
と
コ
ソ
ボ
ア
ル

バ
ニ
ア
民
族
と
の
不
信
お
よ
び
歴
史
的
な
敵
対
関
係
、
ミ
ロ
シ
ェ
ビ
ッ
チ
政
権
に
よ
る
コ
ソ
ボ
の
自
治
剝
奪
と
ア
ル
バ
ニ
ア
民
族
に
対
す
る

差
別
、
残
虐
な
弾
圧
、
強
制
移
動
お
よ
び
退
去
と
い
っ
た
重
大
な
人
権
侵
害
を
指
摘
し
た）
₄₃
（

。
コ
ソ
ボ
に
逸
早
く
国
家
承
認
を
付
与
し
た
米
国

の
ラ
イ
ス
国
務
長
官
は
、
国
家
承
認
の
際
、
ユ
ー
ゴ
解
体
の
過
程
で
生
じ
た
、
セ
ル
ビ
ア
の
コ
ソ
ボ
住
民
に
対
す
る
残
虐
な
暴
力
行
為
を
含

む
民
族
浄
化
、
市
民
に
対
す
る
犯
罪
等
に
言
及
し
た）
₄₄
（

。

　

コ
ソ
ボ
独
立
宣
言
の
合
法
性
に
関
す
る
勧
告
的
意
見
手
続
き
に
お
い
て
、
多
く
の
参
加
国
が
セ
ル
ビ
ア
の
コ
ソ
ボ
住
民
に
対
す
る
深
刻
か

つ
大
規
模
な
人
権
侵
害
に
言
及
し
た
。
ド
イ
ツ
、
英
国
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス

イ
ス
、
米
国
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
お
よ
び
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
各
陳
述
書）
₄₅
（

に
お
い
て
、
英
国
は
そ
の
意
見
書）
₄₆
（

に
お
い
て
、
そ
し
て
口
頭
陳
述
に
お
い
て
は
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
米
国
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
お
よ
び
英
国
が
、
コ
ソ
ボ
住
民
が
被
っ
た
人
権
侵
害
に
触
れ
て
い
る）
₄₇
（

。

　

同
勧
告
的
意
見
に
お
い
て
ユ
ス
フ
裁
判
官
個
別
意
見
は
、
ユ
ー
ゴ
の
暴
力
的
解
体
、
セ
ル
ビ
ア
当
局
に
よ
る
自
治
の
剝
奪
、
民
族
浄
化
と

人
道
に
対
す
る
罪
、
国
際
司
法
裁
判
所
も
確
認
し
た
、
コ
ソ
ボ
に
お
け
る
人
道
的
悲
劇
、
人
命
損
失
、
甚
大
な
被
害
と
い
っ
た
コ
ソ
ボ
の
状

況
が
、
内
的
自
決
権
を
母
国
か
ら
分
離
独
立
す
る
権
利
へ
と
変
化
さ
せ
う
る
と
の
見
解
を
示
し
た）
₄₈
（

。
ま
た
ト
リ
ン
ダ
ー
ジ
裁
判
官
個
別
意
見

二
一
九
二
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は
、
一
九
八
九
年
の
セ
ル
ビ
ア
当
局
に
よ
る
強
制
的
な
コ
ソ
ボ
の
自
治
剝
奪
に
端
を
発
し
て
一
九
九
八

－

一
九
九
九
年
に
は
人
道
的
悲
劇
状

態
に
至
り
、
こ
の
局
面
で
セ
ル
ビ
ア
公
認
の
下
で
コ
ソ
ボ
の
ア
ル
バ
ニ
ア
民
族
に
対
す
る
差
別
的
政
策
、
さ
ら
に
民
族
浄
化
が
実
施
さ
れ
、

大
量
の
難
民
流
出
、
住
民
へ
の
大
規
模
な
強
制
移
動
が
引
き
起
こ
さ
れ
、
一
五
〇
万
人
の
ア
ル
バ
ニ
ア
民
族
が
そ
の
家
か
ら
強
制
的
に
追
放

さ
れ
、
コ
ソ
ボ
住
民
の
大
部
分
が
犠
牲
に
な
っ
た
事
実
を
指
摘
し
、
こ
れ
ら
は
人
権
侵
害
、
戦
争
犯
罪
お
よ
び
人
道
法
違
反
と
し
て
の
国
際

法
違
反
行
為
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
セ
ル
ビ
ア
の
行
為
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
コ
ソ
ボ
に
お
け
る
人
道
的
危
機
、
人
道
的
悲
劇
お
よ
び
国

際
法
違
反
ゆ
え
に
、
セ
ル
ビ
ア
は
領
土
保
全
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
コ
ソ
ボ
住
民
が
主
張
す
る
自
決
権
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
見
解

を
示
し
た）
₄₉
（

。

⑶　

最
終
的
手
段

　

コ
ソ
ボ
の
地
位
問
題
に
関
し
て
は
安
保
理
決
議
一
二
四
四
に
基
づ
き
、
コ
ソ
ボ
の
政
治
的
地
位
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
セ
ル
ビ
ア
お
よ
び
コ
ソ

ボ
の
紛
争
当
事
者
間
で
の
交
渉
が
進
め
ら
れ
た
が
進
展
せ
ず
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
、
国
連
は
ア
ハ
テ
ィ
サ
ー
リ
を
コ
ソ
ボ
の
将
来
の
地
位

に
関
す
る
国
連
事
務
総
長
特
使
に
任
命
し
、
同
特
使
お
よ
び
コ
ン
タ
ク
ト
・
グ
ル
ー
プ
（
米
露
英
独
仏
伊
）
に
よ
り
コ
ソ
ボ
の
地
位
に
関
す

る
包
括
的
解
決
交
渉
が
行
わ
れ
た
。
二
〇
〇
七
年
二
月
二
日
、
ア
ハ
テ
ィ
サ
ー
リ
特
使
が
提
示
し
た
包
括
的
解
決
案
は
、
コ
ソ
ボ
に
民
主
的

な
自
由
統
治
、
条
約
締
結
権
、
国
際
機
関
へ
の
加
盟
を
認
め
る
等
、
独
立
国
家
と
い
う
表
現
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
実
質
的
に
は
独
立

国
と
同
等
の
地
位
を
認
め
る
内
容
で
あ
っ
た
。
コ
ソ
ボ
は
同
案
を
受
け
入
れ
た
が
、
セ
ル
ビ
ア
大
統
領
タ
デ
ィ
ッ
チ
は
同
案
を
拒
否
し
た
。

同
案
に
つ
い
て
は
国
連
安
保
理
で
の
採
択
を
目
指
し
た
が
、
ロ
シ
ア
の
反
対
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
安
保
理
へ
の
提
案
は
断
念
さ
れ
た
。

　

次
に
コ
ン
タ
ク
ト
・
グ
ル
ー
プ
は
、
当
事
者
間
に
よ
る
直
接
交
渉
を
目
的
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
、
Ｅ
Ｕ
、
ロ
シ
ア
の
各
特
使
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
ト
ロ
イ
カ
に
よ
る
仲
介
プ
ロ
セ
ス
を
開
始
し
、
そ
の
過
程
で
一
四
項
目
の
提
案
を
行
っ
た
。
セ
ル
ビ
ア
は
コ
ソ
ボ
の
独
立
は
決
し

二
一
九
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て
受
け
入
れ
な
い
と
主
張
し
た
の
に
対
し
、
コ
ソ
ボ
は
独
立
以
外
の
選
択
肢
は
な
い
と
主
張
し
て
交
渉
は
膠
着
状
態
と
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
七
年
三
月
に
安
保
理
に
提
出
さ
れ
た
ア
ハ
テ
ィ
サ
ー
リ
報
告
書
は
、
セ
ル
ビ
ア
民
族
に
よ
る
コ
ソ
ボ
・
ア
ル
バ
ニ
ア
民
族
に
対
す

る
重
大
な
人
権
侵
害
、
セ
ル
ビ
ア
か
ら
完
全
に
離
脱
し
た
国
連
暫
定
統
治
の
下
で
の
統
治
状
況
、
す
な
わ
ち
セ
ル
ビ
ア
統
治
権
か
ら
の
長
期

間
の
離
脱
、
と
い
っ
た
要
因
を
有
す
る
コ
ソ
ボ
を
特
別
の
事
例
（unique case

）
と
み
な
し
た
上
で
、
包
括
的
提
案
を
提
示
し
、
度
重
な

る
交
渉
を
し
た
が
進
展
は
な
く
、
合
意
達
成
の
た
め
の
当
事
者
が
持
つ
力
は
尽
く
さ
れ
、
こ
れ
以
上
い
か
な
る
話
し
合
い
を
し
て
も
こ
の
膠

着
状
態
を
克
服
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、﹁
唯
一
の
可
能
な
選
択
肢
は
当
面
の
期
間
、
国
際
社
会
の
監
督
下
で
の
独
立
﹂
で
あ
る
と
し
て
コ
ソ

ボ
独
立
を
勧
告
し
た）
₅₀
（

。
二
〇
〇
七
年
一
二
月
、
ト
ロ
イ
カ
仲
介
プ
ロ
セ
ス
の
経
緯
を
ま
と
め
た
報
告
書
が
提
出
さ
れ
、﹁
裏
返
し
て
い
な
い

石
は
な
い
と
誓
う
﹂
と
い
う
表
現
で
、
す
べ
て
の
可
能
な
手
段
を
尽
く
し
た
が
交
渉
に
よ
る
打
開
は
不
可
能
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た）
₅₁
（

。
二
〇

〇
八
年
二
月
一
七
日
、﹁
わ
れ
ら
の
指
導
者
の
誠
実
な
参
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
、（
紛
争
当
事
者
）
相
互
に
受
け
入
れ
可
能
な
地
位
に
つ
い
て

結
論
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
﹂
と
し
て
コ
ソ
ボ
は
独
立
を
宣
言
し
た
。
二
〇
〇
八
年
二
月
、
米
国）
₅₂
（

が
コ
ソ
ボ
の
国
家
承
認
を
表
明

し
た
際
、
ラ
イ
ス
国
務
長
官
は
﹁
独
立
は
唯
一
の
可
能
な
選
択
肢
﹂
で
あ
る
と
表
明
し
た）
₅₃
（

。

　

コ
ソ
ボ
関
係
文
書
お
よ
び
コ
ソ
ボ
独
立
宣
言
の
合
法
性
に
関
す
る
国
際
司
法
裁
判
所
勧
告
的
意
見
は
、
セ
ル
ビ
ア
か
ら
の
分
離
独
立
が
コ

ソ
ボ
の
被
っ
た
人
権
侵
害
を
救
済
す
る
唯
一
の
選
択
肢
で
あ
る
と
す
る
見
解
へ
の
支
持
を
示
唆
す
る
。
勧
告
的
意
見
は
救
済
的
分
離
権
の
手

続
的
要
件
に
関
し
て
、﹁
事
実
の
概
要
﹂
）
₅₄
（

の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
安
保
理
決
議
一
二
四
四
採
択
お
よ
び
国
連
暫
定
統
治
に
続
き
、
コ

ソ
ボ
の
最
終
的
地
位
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
交
渉
が
開
始
さ
れ
、
こ
の
間
の
交
渉
を
通
じ
て
可
能
な
解
決
手
段
が
尽
く
さ
れ
、

最
終
的
地
位
プ
ロ
セ
ス
の
完
了
後
に
独
立
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
経
緯
に
言
及
す
る）
₅₅
（

こ
と
に
よ
り
、
コ
ソ
ボ
紛
争
の
解
決
に
関
し
て
あ
ら
ゆ
る

可
能
な
手
段
と
努
力
を
尽
く
し
た
が
膠
着
状
態
を
打
開
で
き
ず
、
そ
の
結
果
コ
ソ
ボ
は
最
終
的
手
段
と
し
て
分
離
独
立
に
訴
え
た
、
と
理
解

し
う
る
よ
う
に
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
勧
告
的
意
見
は
救
済
的
分
離
に
関
す
る
手
続
的
要
件
と
さ
れ
る
要
因
が
存
在

二
一
九
四
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す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
以
下
の
諸
国
の
意
見
を
反
映
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
勧
告
的
意
見
手
続
過
程
に
お
い
て
、コ
ソ
ボ
、

ア
ル
バ
ニ
ア
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ド
イ
ツ
お
よ
び
オ
ラ
ン
ダ
は
、
コ
ソ
ボ
の
独
立
宣
言
は
他
に
選
択
肢
の
な
い
最
終
的
手
段
で
あ
っ
た
と
主
張

し
、
ま
た
ス
イ
ス
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
最
終
的
手
段
と
し
て
集
団
に
よ
る
所
属
国
家
か
ら
の
分
離
独
立
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
見
解
を
示
し

て
い
る）
₅₆
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
国
際
機
構
お
よ
び
諸
国
家
の
中
に
、
コ
ソ
ボ
人
民
の
救
済
的
分
離
権
を
根
拠
と
し
て
、
そ
の
所
属
国
家
で
あ
っ
た
セ
ル
ビ

ア
か
ら
の
分
離
独
立
が
認
め
ら
れ
た
と
解
釈
す
る
も
の
が
あ
る）
₅₇
（

。

二　

ア
ブ
ハ
ジ
ア

１　

ア
ブ
ハ
ジ
ア
紛
争

⑴　

紛
争
の
経
緯

　

現
在
の
ア
ブ
ハ
ジ
ア
地
域
は
一
〇
世
紀
に
グ
ル
ジ
ア
の
領
土
に
統
合
さ
れ
、
一
七
世
紀
に
は
公
国
と
し
て
独
立
し
た
が
、
一
八
一
〇
年
、

ロ
シ
ア
が
征
服
し
、
一
八
六
四
年
ま
で
に
全
領
土
が
ロ
シ
ア
に
併
合
さ
れ
た
。
一
九
二
一
年
三
月
四
日
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
内
部
で
完
全
な
共

和
国
の
地
位
を
有
す
る
ア
ブ
ハ
ジ
ア
・
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
（A

bkhazian Soviet Socialist R
epublic

）
が
成
立
し
、
グ
ル
ジ
ア

革
命
委
員
会（R

evkom

）は
ア
ブ
ハ
ジ
ア
・
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国
の
独
立
を
承
認
し
た
が
、同
年
一
二
月
、ア
ブ
ハ
ジ
ア
は
連
合
共
和
国（U

nion 

R
epublic

）
と
し
て
の
地
位
を
維
持
し
た
ま
ま
グ
ル
ジ
ア
共
和
国
と
連
合
協
定
（T

reaty of U
nion

）
に
基
づ
き
統
合
し
た
。
一
九
二
五
年

ア
ブ
ハ
ジ
ア
憲
法
は
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
か
ら
の
分
離
権
を
含
め
て
、
高
度
の
政
治
的
自
治
を
規
定
し
た
。
一
九
二
一
年
ソ
連
憲
法
は
ア
ブ
ハ
ジ

ア
の
グ
ル
ジ
ア
内
部
に
お
け
る
別
個
の
地
位
は
認
め
て
い
な
い
が
、
一
九
二
一
年
憲
法
の
枠
組
み
で
は
ア
ブ
ハ
ジ
ア
自
治
共
和
国
は
国
家
と

み
な
さ
れ
、
憲
法
、
ソ
連
邦
内
の
国
家
と
し
て
の
象
徴
、
政
府
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
最
高
会
議
（Suprem

e Soviet of A
bkhazia

）
お
よ
び
大

二
一
九
五
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六
四
巻
七
号�

一
七
〇

国
家
承
認
基
準
の
展
開

臣
職
が
存
在
し
た）
₅₈
（

。

　

一
九
三
一
年
二
月
一
九
日
、
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
り
ア
ブ
ハ
ジ
ア
は
グ
ル
ジ
ア
内
部
の
自
治
共
和
国
（A

utonom
ous Soviet Socialist 

R
epublic

）
に
降
格
さ
れ
、
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
に
対
す
る
差
別
政
策
が
と
ら
れ
た
が
、
一
九
五
三
年
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
死
に
よ
り
、
ア
ブ
ハ
ズ

民
族
に
対
す
る
政
策
は
改
め
ら
れ
て
名
誉
回
復
措
置
が
と
ら
れ
た
。
一
九
七
八
年
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
民
族
は
ア
ブ
ハ
ジ
ア
自
治
共
和
国
を
グ
ル

ジ
ア
か
ら
分
離
し
、
ロ
シ
ア
社
会
主
義
連
邦
共
和
国
（R

ussian F
ederative Socialist R

epublic

）
へ
の
編
入
を
要
求
し
た
が
ロ
シ
ア
は

拒
否
し
、
一
九
七
八
年
ソ
連
憲
法
第
八
五
条
は
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
、
グ
ル
ジ
ア
に
属
す
る
ア
ブ
ハ
ジ
ア
自
治
共
和
国
と
規

定
し
た
。

　

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
は
ソ
連
邦
刷
新
の
た
め
の
全
連
邦
構
成
国
を
対
象
と
し
た
住
民
投
票
を
提
案
し
、
グ
ル
ジ
ア
は
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た

が
、
一
九
九
一
年
三
月
一
七
日
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
は
住
民
投
票
を
実
施
し
、
投
票
率
五
二
・
三
％
の
う
ち
九
八
・
六
％
が
連
邦
存
続
に
賛
成
し

た
。
他
方
、
グ
ル
ジ
ア
で
は
三
月
三
一
日
、
ソ
連
邦
か
ら
の
独
立
を
問
う
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
、
投
票
率
九
〇
・
六
％
の
う
ち
九
九
％
が

グ
ル
ジ
ア
独
立
に
賛
成
し
た）
₅₉
（

。
一
九
九
一
年
一
二
月
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
議
会
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
六
五
議
席
中
二
八
議
席
が
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
、

二
六
議
席
が
グ
ル
ジ
ア
民
族
そ
し
て
一
一
議
席
が
そ
の
他
の
民
族
で
占
め
ら
れ
た
。
し
か
し
ア
ブ
ハ
ジ
ア
議
会
開
催
後
間
も
な
く
、
多
数
決

に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
決
定
の
ほ
と
ん
ど
は
グ
ル
ジ
ア
民
族
議
員
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
、
同
議
会
は
機
能
不
全
と
な
り
、
民
族
間
の
緊
張
状

態
は
高
ま
っ
た）
₆₀
（

。

　

ア
ブ
ハ
ジ
ア
と
グ
ル
ジ
ア
間
で
の
大
規
模
な
武
力
衝
突
は
、
一
九
九
二
年
お
よ
び
二
〇
〇
八
年
に
発
生
し
て
い
る
。
ソ
連
邦
解
体
後
の
一

九
九
二
年
二
月
、
グ
ル
ジ
ア
政
府
は
旧
ソ
連
時
代
に
制
定
さ
れ
た
憲
法
を
含
む
す
べ
て
の
法
を
無
効
と
し
、
一
九
二
一
年
グ
ル
ジ
ア
憲
法
を

復
活
す
る
と
宣
言
し
た）
₆₁
（

。
七
月
二
三
日
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
議
会
は
﹁
ア
ブ
ハ
ジ
ア
共
和
国
﹂
と
し
て
主
権
宣
言
し
、
一
九
二
五
年
ア
ブ
ハ
ジ
ア

憲
法
の
復
活
を
宣
言
し
た）
₆₂
（

。
同
一
九
二
五
年
憲
法
は
グ
ル
ジ
ア
と
ア
ブ
ハ
ジ
ア
と
は
、﹁
平
等
な
二
つ
の
共
和
国
﹂
間
の
連
邦
関
係
で
あ
る

二
一
九
六
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六
四
巻
七
号�

一
七
一

と
規
定
し
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
は
ア
ブ
ハ
ジ
ア
は
独
立
の
意
思
表
示
は
し
て
い
な
い
。
八
月
一
四
日
、
グ
ル
ジ
ア
政
府
は
こ
の
動
き
を
制

圧
す
る
た
め
、
政
府
軍
三
〇
〇
〇
人
を
ブ
ハ
ジ
ア
の
首
都
シ
ュ
ク
ミ
に
進
攻
さ
せ
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
と
の
間
で
武
力
衝
突
が
発
生
し
た
。
こ
の

時
、
ロ
シ
ア
の
イ
ェ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
は
グ
ル
ジ
ア
の
領
土
保
全
支
持
を
宣
言
し
た
。
一
九
九
三
年
九
月
中
旬
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
軍
は
シ
ュ
ク

ミ
を
奪
還
し
、
グ
ル
ジ
ア
軍
を
撃
退
し
た
。
一
九
九
四
年
一
一
月
四
日
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
政
府
は
新
憲
法
を
採
択
し
、
国
際
法
上
の
主
権
国
家

と
し
て
の
地
位
を
宣
言
し
た）
₆₃
（

。

　

グ
ル
ジ
ア
に
よ
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
の
意
思
表
明
を
受
け
、
二
〇
〇
八
年
四
月
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
グ
ル
ジ
ア
お
よ
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

加
盟
を
協
議
し
た
こ
と
に
反
発
し
、
ロ
シ
ア
は
一
万
人
の
軍
隊
を
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
五
つ
の
基
地
に
派
遣
し）
₆₄
（

、
八
月
、
ロ
シ
ア
と
グ
ル
ジ
ア
と

の
間
で
武
力
紛
争
が
発
生
し
た）
₆₅
（

。
グ
ル
ジ
ア
は
ロ
シ
ア
お
よ
び
ア
ブ
ハ
ジ
ア
武
装
勢
力
に
敗
北
し
、
八
月
一
五
日
、
国
際
機
関
の
調
停
に
よ

り
停
戦
協
定
が
合
意
さ
れ
た）
₆₆
（

。
八
月
二
六
日
、
ロ
シ
ア
は
正
式
に
南
オ
セ
チ
ア
お
よ
び
ア
ブ
ハ
ジ
ア
を
独
立
国
と
し
て
承
認
し
、
八
月
二
八

日
、
ロ
シ
ア
国
連
代
表
は
安
保
理
に
お
い
て
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
承
認
に
関
す
る
ロ
シ
ア
の
布
告
を
発
表
し
た）
₆₇
（

。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ア
ブ
ハ
ジ
ア
へ

の
国
家
承
認
付
与
に
対
し
、
グ
ル
ジ
ア
は
国
際
法
違
反
の
行
為
と
し
て
非
難
し
た）
₆₈
（

。
武
力
紛
争
以
降
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
に
は
ロ
シ
ア
軍
三
八
〇

〇
人
を
中
心
と
す
る
平
和
維
持
軍
が
駐
留
し
、
事
実
上
グ
ル
ジ
ア
の
支
配
は
及
ん
で
い
な
い）
₆₉
（

。

⑵　

国
際
社
会
の
対
応

　

ⅰ　

国
連

　

安
保
理
は
一
九
九
三
年
一
〇
月
、
安
保
理
決
議
八
七
六）
₇₀
（

以
降
、
二
〇
〇
八
年
四
月
、
安
保
理
決
議
一
八
〇
八）
₇₁
（

ま
で
、
グ
ル
ジ
ア
紛
争
に
関

し
て
多
数
の
決
議
を
採
択
し
た
が
、
一
貫
し
て
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
分
離
権
を
否
定
し
、
グ
ル
ジ
ア
の
主
権
お
よ
び
領
土
保
全
を
支
持
し
て
い

る
）
₇₂
（

。

二
一
九
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一
七
二

国
家
承
認
基
準
の
展
開

　

グ
ル
ジ
ア
問
題
解
決
の
た
め
の
事
務
総
長
特
別
代
表
（D

ieter B
oden

）
が
提
案
し
た
﹁
ト
ビ
リ
シ
お
よ
び
シ
ュ
ク
ミ
間
の
権
限
配
分
の

た
め
の
原
則
﹂（
ボ
ー
デ
ン
文
書
二
〇
〇
一
年）
₇₃
（

）
に
お
い
て
も
、﹁
一
九
九
一
年
一
二
月
二
一
日
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
境
界
線
は
変
更
し
え
な

い
﹂
と
し
て
グ
ル
ジ
ア
の
領
土
的
現
状
維
持
を
明
記
し
（
第
一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
に
つ
い
て
は
、﹁
グ
ル
ジ
ア
国
家
内
部
に
樹
立

さ
れ
た
法
的
規
範
に
基
づ
く
主
権
的
実
体
﹂
で
あ
る
と
し
、
グ
ル
ジ
ア
国
家
内
部
で
の
﹁
特
別
の
地
位
﹂（
第
二
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
を
認
め
、

ま
た
﹁
民
族
的
少
数
者
に
対
す
る
差
別
を
排
除
し
、
す
べ
て
の
人
の
基
本
的
権
利
及
び
自
由
の
保
護
﹂
を
規
定
す
る
（
第
七
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

言
い
換
え
れ
ば
グ
ル
ジ
ア
の
領
土
的
現
状
の
維
持
を
基
本
原
則
と
し
つ
つ
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
人
民
の
自
決
権
お
よ
び
人
権
の
保
障
を
提
言
し
て

い
る）
₇₄
（

。
ア
ブ
ハ
ジ
ア
紛
争
解
決
に
関
す
る
こ
の
基
本
原
則
に
つ
い
て
は
、
国
連
調
停
活
動
支
援
グ
ル
ー
プ
（G

roup of F
riends of 

Secretary-G
eneral

）
₇₅
（

）
お
よ
び
安
保
理
も
支
持
し
て
い
る
。

　

ⅱ　

諸
国
家

　

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
、
主
要
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
８
）
参
加
国
、
Ｅ
Ｕ
お
よ
び
欧
州
評
議
会
等
も
グ
ル
ジ
ア
の
領
土
保
全
を
繰
り
返
し
確
認
し
て
ア
ブ

ハ
ジ
ア
の
分
離
権
を
否
定
し
、
南
オ
セ
チ
ア
お
よ
び
ア
ブ
ハ
ジ
ア
分
離
独
立
に
関
す
る
ロ
シ
ア
か
ら
の
承
認
要
請
を
拒
否
し
て
い
る
。
Ｏ
Ｓ

Ｃ
Ｅ
お
よ
び
欧
州
評
議
会
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
国
家
承
認
付
与
は
グ
ル
ジ
ア
の
領
土
保
全
侵
害
行
為
で
あ
る
と
し
て
非
難
し
た）
₇₆
（

。
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
は

議
長
声
明
と
し
て
、﹁
ロ
シ
ア
は
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
参
加
国
と
し
て
、
同
原
則
に
従
い
、
お
よ
び
グ
ル
ジ
ア
の
領
土
保
全
と
主
権
を
尊
重
す
べ
き）
₇₇
（

﹂

と
し
、カ
ナ
ダ
は
二
〇
〇
八
年
九
月
一
一
日
、ロ
シ
ア
に
よ
る
両
実
体
へ
の
国
家
承
認
は
、﹁
グ
ル
ジ
ア
の
領
土
保
全
と
主
権
の
侵
害
で
あ
り
、

ま
た
ロ
シ
ア
も
賛
成
票
を
投
じ
た
安
保
理
決
議
に
反
す
る）
₇₈
（

﹂
と
す
る
声
明
を
発
表
し
、
米
国
は
九
月
三
〇
日
、
グ
ル
ジ
ア
の
領
土
保
全
と
独

立
を
支
持
す
る
法
を
可
決
し
た）
₇₉
（

。

　

Ｇ
８
参
加
国
の
う
ち
ロ
シ
ア
を
除
く
七
カ
国
（
カ
ナ
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
、
米
国
、
英
国
）
は
、
二
〇
〇
八
年

二
一
九
八
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一
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三

八
月
二
八
日
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ア
ブ
ハ
ジ
ア
へ
の
国
家
承
認
を
非
難
す
る
以
下
の
外
務
大
臣
声
明
を
発
表
し
た
。

　

我
々
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
、
米
国
、
英
国
の
外
務
大
臣
は
、
Ｇ
８
構
成
国
中
の
一
国
に
よ
る
行

動
を
非
難
す
る
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
南
オ
セ
チ
ア
及
び
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
独
立
の
承
認
は
、
グ
ル
ジ
ア
の
領
土
保
全
及
び
主
権
を
侵
害
す

る
も
の
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
も
支
持
し
た
一
連
の
国
連
安
保
理
決
議
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
我
々
は
、
グ
ル
ジ
ア
に
お
け
る
ロ
シ
ア

の
過
度
の
武
力
行
使
及
び
グ
ル
ジ
ア
領
土
の
一
部
の
占
領
継
続
を
遺
憾
と
す
る）
₈₀
（

。

　

同
日
開
催
さ
れ
た
上
海
協
力
機
構
（
加
盟
国
は
ロ
シ
ア
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
お
よ
び
中

国
）
首
脳
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
宣
言
は
、﹁
南
オ
セ
チ
ア
の
平
和
構
築
に
向
け
た
ロ
シ
ア
の
役
割
を
支
持
す
る
も
の
の
、
南
オ
セ
チ

ア
の
緊
張
状
態
に
対
し
懸
念
を
表
明
す
る
﹂（
ド
ゥ
シ
ャ
ン
ベ
宣
言
）
と
し
て
、
ロ
シ
ア
の
ア
ブ
ハ
ジ
ア
国
家
承
認
を
容
認
せ
ず
、
間
接
的

に
否
定
し
て
い
る）
₈₁
（

。

　

Ｅ
Ｕ
理
事
会
は
九
月
一
日
、
議
長
総
括
に
お
い
て
グ
ル
ジ
ア
の
領
土
保
全
を
確
認
し
た）
₈₂
（

。
欧
州
評
議
会
議
員
会
議
は
二
〇
〇
九
年
一
月
に

採
択
し
た
勧
告
お
よ
び
報
告
書
に
お
い
て
グ
ル
ジ
ア
の
領
土
保
全
を
確
認
し）
₈₃
（

、
同
二
八
日
に
採
択
し
た
決
議
一
六
四
七
で
は
、﹁
ロ
シ
ア
に

よ
る
南
オ
セ
チ
ア
お
よ
び
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
独
立
承
認
を
国
際
法
お
よ
び
欧
州
評
議
会
規
定
原
則
違
反
﹂
と
み
な
し
て
非
難
し
、﹁
評
議
会
は

グ
ル
ジ
ア
の
領
土
保
全
お
よ
び
主
権
お
よ
び
国
境
線
不
可
侵
へ
の
献
身
を
再
確
認
し
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ア
ブ
ハ
ジ
ア
国
家
承
認
の
撤
回
を
繰

り
返
し
要
請
す
る）
₈₄
（

﹂
と
宣
言
し
た
。

　

ⅲ　

独
立
国
際
事
実
調
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　

Ｅ
Ｕ
理
事
会
は
二
〇
〇
八
年
一
二
月
二
日
、
グ
ル
ジ
ア
紛
争
に
関
す
る
原
因
、
国
際
法
、
人
道
法
及
び
人
権
法
に
関
す
る
犯
罪
を
含
め
た

紛
争
の
経
緯
の
調
査
を
任
務
と
す
る
、
独
立
国
際
事
実
調
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
設
置
を
決
定
し）
₈₅
（

、
同
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
調
査
報
告
書
が
二
〇
〇
九

二
一
九
九
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国
家
承
認
基
準
の
展
開

年
九
月
に
示
さ
れ
た）
₈₆
（

。
同
報
告
書
は
、
南
オ
セ
チ
ア
お
よ
び
ア
ブ
ハ
ジ
ア
に
は
承
認
を
付
与
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
結
論
を
示
し
た
。
そ

の
理
由
は
、
両
実
体
は
国
家
性
基
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
国
家
創
設
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
に
正
当
性
が
な
く
、
領
域
内
の
民
族
的
少
数
者

お
よ
び
人
権
に
関
す
る
基
本
的
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
指
摘
し
て
い
る）
₈₇
（

。
同
報
告
書
は
そ
の
提
出
が
ロ
シ
ア
に
よ
る
ア
ブ
ハ
ジ
ア
へ
の

国
家
承
認
付
与
の
一
年
後
で
あ
っ
た
た
め
、
諸
国
家
の
政
策
決
定
に
あ
た
っ
て
参
照
さ
れ
る
機
会
を
逃
し
た
が
、
国
際
法
の
視
点
か
ら
も
具

体
的
に
問
題
点
が
検
討
さ
れ
、
紛
争
の
経
緯
に
関
し
て
中
立
的
な
立
場
か
ら
客
観
的
か
つ
詳
細
な
調
査
結
果
を
示
し
て
い
る
。

　

以
下
、
国
際
機
構
お
よ
び
諸
国
家
の
対
応
、
そ
し
て
同
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
調
査
報
告
書
を
手
が
か
り
に
、
国
際
社
会
が
グ
ル
ジ
ア
の
領
土
保

全
を
尊
重
し
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
に
国
家
承
認
を
付
与
す
べ
き
で
は
な
い
と
判
断
し
た
具
体
的
な
理
由
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

２　

国
家
性

⑴　

伝
統
的
国
家
性
基
準

　

ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
国
家
性
基
準
の
う
ち
、
恒
久
的
住
民
の
存
在
に
関
し
、
問
題
に
な
る
の
は
、
同
領
域
の
多
数
住
民
に
よ
る
ロ
シ
ア
市
民
権

の
取
得
、
そ
し
て
恒
常
的
な
非
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
難
民
の
流
出
と
い
う
要
因

－

い
わ
ゆ
る
ロ
シ
ア
化
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
連
邦
は
ロ
シ
ア
国
籍
を

取
得
し
た
ア
ブ
ハ
ジ
ア
住
民
を
ロ
シ
ア
管
轄
下
の
個
人
と
み
な
し
、
ロ
シ
ア
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
投
票
権
、
ロ
シ
ア
市
民
と
し
て
の
年
金

受
給
資
格
等
を
付
与
し
て
い
る
。
ア
ブ
ハ
ジ
ア
当
局
に
よ
れ
ば
﹁
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
す
べ
て
の
住
民
は
実
際
に
は
同
時
に
ロ
シ
ア
連
邦
市
民
で

あ
る
﹂
と
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
国
籍
の
集
団
を
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
恒
久
的
住
民
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
疑
問
が
生
ず
る
。
た
だ
し
国

籍
は
新
国
家
創
設
後
に
定
義
さ
れ
る
の
で
、
独
立
宣
言
の
時
点
で
の
住
民
の
国
籍
は
、
実
体
の
恒
久
的
住
民
か
ど
う
か
の
判
断
基
準
と
は
さ

れ
な
い
。
従
っ
て
ア
ブ
ハ
ジ
ア
に
居
住
す
る
住
民
は
、
そ
の
国
籍
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
的
に
恒
久
的
住
民
を
構
成
す
る
と
み
な
す
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う）
₈₈
（

。

二
二
〇
〇
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ア
ブ
ハ
ジ
ア
当
局
は
関
連
領
域
お
よ
び
当
該
領
域
上
の
住
民
に
関
し
て
実
効
的
支
配
を
確
立
し
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
る
か
。
ア

ブ
ハ
ジ
ア
に
お
い
て
は
一
九
九
三
年
以
降
、
ロ
シ
ア
軍
の
駐
留
が
続
い
て
い
た
が
、
二
〇
〇
八
年
九
月
一
七
日
、
ロ
シ
ア
の
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ

フ
大
統
領
は
ア
ブ
ハ
ジ
ア
自
治
共
和
国
と
の
間
に
友
好
協
力
相
互
援
助
条
約）
₈₉
（

を
締
結
し
、
軍
事
的
に
支
援
し
て
い
る）
₉₀
（

。
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
安
全

保
障
お
よ
び
防
衛
政
策
並
び
に
防
衛
機
関
の
構
造
は
総
じ
て
ロ
シ
ア
の
支
配
下
に
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
当
局
は
は
っ
き
り
と

ロ
シ
ア
か
ら
は
独
立
を
維
持
す
る
と
表
明
し
た
。
ま
た
二
〇
〇
四
年
－

二
〇
〇
五
年
に
実
施
さ
れ
た
ア
ブ
ハ
ジ
ア
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
、

ロ
シ
ア
政
府
が
支
持
し
た
候
補
者
は
落
選
し
た
。
そ
の
点
で
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ア
ブ
ハ
ジ
ア
支
配
は
限
定
的
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
グ
ル

ジ
ア
紛
争
に
関
す
る
独
立
国
際
事
実
調
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
報
告
書
は
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
は
実
効
性
基
準
を
満
た
し
た
国
家
類
似
の
実
体
（a 

state-like entity

）
と
し
て
の
資
格
を
有
す
る
と
の
見
解
を
示
し
た）
₉₁
（

。

⑵　

追
加
的
国
家
性
基
準

　

領
域
上
の
す
べ
て
の
住
民
の
人
権
保
障
ま
た
は
人
権
侵
害
の
要
因
に
関
し
て
は
、
国
家
創
設
過
程
に
お
け
る
強
行
規
範
違
反
の
要
因
と
も

共
通
す
る
た
め
、
後
述
す
る
。
こ
こ
で
は
新
た
な
追
加
的
国
家
性
基
準
の
一
つ
に
含
ま
れ
る
、
独
立
を
主
張
す
る
実
体
内
部
に
お
け
る
民
族

的
少
数
者
の
権
利
を
含
む
個
人
の
人
権
保
障
と
い
う
基
準
に
関
し
て
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
当
局
が
保
障
し
て
い
る
か
、
と
い
う
視
点
か
ら
検
討
す

る
。
分
離
権
の
実
体
的
要
件
と
さ
れ
る
、
グ
ル
ジ
ア
の
ア
ブ
ハ
ジ
ア
に
対
す
る
大
規
模
か
つ
深
刻
な
人
権
侵
害
が
存
在
す
る
か
と
い
う
点
に

関
し
て
は
、﹁
４　

分
離
権
﹂
に
お
い
て
検
討
す
る
。

　

ⅰ　

移
動
・
居
住
の
自
由

　

市
民
的
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
一
二
条
一
項
は
、﹁
合
法
的
に
い
ず
れ
か
の
国
の
領
域
内
に
い
る
す
べ
て
の
者
は
、
当
該
領
域

二
二
〇
一
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国
家
承
認
基
準
の
展
開

内
に
お
い
て
、
移
動
の
自
由
及
び
居
住
の
自
由
に
つ
い
て
の
権
利
を
有
す
る
﹂
と
規
定
し
て
い
る
が
、
同
条
は
、
移
動
の
自
由
の
み
な
ら
ず

常
居
所
地
に
留
ま
る
権
利
も
含
む
と
さ
れ
る
。
ま
た
国
内
強
制
移
動
に
関
す
る
国
連
指
導
原
則）
₉₂
（

第
六
原
則
一
は
﹁
す
べ
て
の
人
は
、
自
ら
の

住
居
ま
た
は
常
居
所
地
か
ら
の
恣
意
的
な
強
制
移
動
か
ら
保
護
さ
れ
る
権
利
を
有
す
る
﹂
と
規
定
す
る
。
さ
ら
に
国
内
避
難
民
の
帰
還
、
再

定
住
お
よ
び
再
統
合
に
関
し
て
同
原
則
二
八

－

三
〇
は
、
国
外
か
ら
も
国
内
か
ら
も
自
ら
の
住
居
も
し
く
は
常
居
所
地
へ
帰
還
す
る
権
利
の

保
護
を
関
係
政
府
の
義
務
と
し
て
い
る
。ア
ブ
ハ
ジ
ア
当
局
は
グ
ル
ジ
ア
民
族
を
含
む
非
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
を
ア
ブ
ハ
ジ
ア
か
ら
強
制
移
動
し
、

こ
れ
ら
の
人
々
の
自
ら
の
住
居
も
し
く
は
常
居
所
地
へ
の
帰
還
を
否
定
し
て
い
る）
₉₃
（

。
国
際
機
構
は
ア
ブ
ハ
ジ
ア
当
局
の
こ
の
よ
う
な
強
制
移

動
を
民
族
浄
化
と
み
な
し
、
と
も
に
国
際
法
違
反
と
し
て
非
難
し
て
い
る
。

　

武
力
衝
突
発
生
以
前
、
一
九
八
九
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
同
地
域
で
は
人
口
五
二
万
五
〇
六
一
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
四
五
・
七
％

が
グ
ル
ジ
ア
民
族
で
あ
っ
た）
₉₄
（

。
一
九
九
二

－
九
三
年
の
武
力
紛
争
中
に
、
非
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
約
一
万
人）
₉₅
（

が
死
亡
し
、
二
五
万
か
ら
三
〇
万
人

が
難
民
と
な
っ
て
周
辺
地
域
に
逃
れ
た）
₉₆
（

。
紛
争
後
二
〇
〇
三
年
の
同
地
域
の
人
口
は
ア
ブ
ハ
ジ
ア
当
局
に
よ
れ
ば
二
一
万
五
九
七
二
人
、
グ

ル
ジ
ア
統
計
局
に
よ
れ
ば
一
七
万
九
〇
〇
〇
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
グ
ル
ジ
ア
民
族
は
三
万―

七
万
人
と
さ
れ
る）
₉₇
（

。
二
〇
〇
九
年
国
連
報
告

書
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
八
年
八
月
七

－

八
日
に
発
生
し
た
武
力
紛
争
お
よ
び
そ
の
影
響
に
よ
り
、
一
三
万
三
〇
〇
〇
人
に
対
す
る
強
制
移
動

が
あ
っ
た）
₉₈
（

。
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
コ
ド
リ
渓
谷
に
お
い
て
は
、
約
三
〇
〇
〇
人
の
グ
ル
ジ
ア
民
族
共
同
体
が
存
在
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
八
年
八

月
の
武
力
紛
争
と
そ
の
影
響
に
よ
り
、
国
連
調
査
に
よ
れ
ば
一
八
二
一
人
（
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
よ
れ
ば
二
五
〇
〇

人
）
に
対
す
る
国
内
強
制
移
動
が
あ
っ
た）
₉₉
（

。

　

強
制
移
動
の
結
果
、
国
内
避
難
民
と
な
っ
た
人
々
に
つ
い
て
国
連
は
、
居
住
地
へ
の
帰
還
を
保
証
す
る
た
め
の
適
正
手
段
を
と
る
べ
き
で

あ
る
と
ア
ブ
ハ
ジ
ア
、
南
オ
セ
チ
ア
お
よ
び
ロ
シ
ア
当
局
に
勧
告
し
て
い
る）
１００
（

。
国
連
の
支
援
の
下
で
、
一
九
九
五
年
、
ガ
リ
地
域
（G

ali 

region

）
へ
の
難
民
の
自
主
的
帰
還
が
開
始
さ
れ
、
一
九
九
六
年
ま
で
に
は
二
万
五
〇
〇
〇

－

三
万
人
が
帰
還
し
た
。
一
九
九
六
年
、
ア
ブ

二
二
〇
二
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ハ
ジ
ア
に
お
い
て
議
会
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
が
、
帰
還
難
民
は
不
参
加
で
あ
っ
た
た
め
、
欧
州
評
議
会
議
員
会
議
は
選
挙
の
正
当
性
が
な
い

と
し
て
選
挙
結
果
を
認
め
て
い
な
い）
１０１
（

。
一
九
九
八
年
初
頭
、
ガ
リ
地
域
で
ア
ブ
ハ
ジ
ア
武
装
勢
力
に
よ
る
グ
ル
ジ
ア
民
族
住
民
に
対
す
る
攻

撃
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
同
地
域
か
ら
非
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
三
万
五
〇
〇
〇
か
ら
四
万
人
が
避
難
し
た）
１０２
（

。
そ
の
後
、
帰
還
は
進
ん
で
い
な
い）
１０３
（

。

　

国
連
お
よ
び
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
は
こ
の
よ
う
な
ア
ブ
ハ
ジ
ア
に
よ
る
行
為
を
民
族
浄
化
と
み
な
し
て
い
る）
１０４
（

。
民
族
浄
化
に
つ
い
て
法
的
定
義
は
な

い
が
、
安
保
理
の
旧
ユ
ー
ゴ
人
道
法
違
反
に
関
す
る
専
門
家
委
員
会
に
よ
れ
ば
、﹁
民
族
浄
化
と
は
、
領
域
か
ら
人
々
を
離
脱
さ
せ
る
た
め

に
武
力
ま
た
は
威
嚇
に
よ
っ
て
当
該
領
域
を
民
族
的
に
単
一
に
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
﹂
と
す
る
。
安
保
理
決
議
八
七
六
（
一
九
九
三
年
）

は
、﹁
民
族
浄
化
﹂
お
よ
び
そ
の
他
の
重
大
な
人
道
法
違
反
の
報
告
を
深
く
懸
念
し
（
前
文
第
五
パ
ラ
グ
ラ
フ
）、﹁
国
際
人
道
法
違
反
の
行

為
を
強
く
非
難
﹂（
第
二
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
し
た
。
ま
た
国
連
総
会
決
議
六
二
／
二
四
九
（
二
〇
〇
八
年
一
二
月
採
択
）
は
、
強
制
移
動
に
よ

り
ア
ブ
ハ
ジ
ア
か
ら
数
十
万
人
の
難
民
が
流
出
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
行
為
は
恣
意
的
強
制
移
動
で
あ
り
、
人
権
お
よ
び
基
本
的
自
由

の
侵
害
で
あ
る
と
認
め
、
こ
の
よ
う
な
人
道
的
状
況
を
懸
念
し
て
い
る）
１０５
（

。
欧
州
評
議
会
議
員
会
議
決
議
一
六
三
三
は
、﹁
民
族
浄
化
は
人
種

差
別
撤
廃
条
約
一
条
の
極
端
な
型
式
で
あ
る）
１０６
（

﹂
と
宣
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、民
族
浄
化
は
人
権
法
違
反
の
行
為
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

グ
ル
ジ
ア
紛
争
に
関
す
る
独
立
国
際
事
実
調
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
報
告
書
は
ア
ブ
ハ
ジ
ア
当
局
は
ロ
シ
ア
と
共
に
、
難
民
の
帰
還
を
保
障
す
る
す

べ
て
の
適
切
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
勧
告
し
て
い
る）
１０７
（

。
し
か
し
ア
ブ
ハ
ジ
ア
は
難
民
の
安
全
な
帰
還
権
を
保
障
せ
ず
、
人
権

お
よ
び
民
族
的
少
数
者
に
関
す
る
基
本
的
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
事
実
に
基
づ
き
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
は
国
家
性
基
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、

国
家
と
し
て
承
認
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る）
１０８
（

。

　

強
制
移
動
に
関
し
て
さ
ら
に
問
題
と
な
る
の
は
、
移
動
の
対
象
と
さ
れ
た
の
は
す
べ
て
非
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
で
あ
り
、
そ
こ
に
民
族
的
要
因

が
含
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
人
種
差
別
撤
廃
委
員
会
は
本
紛
争
が
民
族
に
基
づ
く
差
別
を
含
む
と
い
う
問
題
点
を
指
摘
す

る
）
１０９
（

。

二
二
〇
三
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ⅱ　

国
籍
に
関
す
る
権
利

　

二
〇
〇
二
年
、
ロ
シ
ア
は
市
民
権
法
を
制
定
し
、
自
国
と
十
分
な
実
質
的
お
よ
び
事
実
上
の
結
び
つ
き
の
な
い
、
領
域
外
の
グ
ル
ジ
ア
に

居
住
す
る
ア
ブ
ハ
ジ
ア
住
民
に
集
団
的
に
帰
化
を
認
め
、
ロ
シ
ア
旅
券
を
交
付
す
る
政
策
を
積
極
的
に
進
め
た）
１１０
（

。
同
政
策
は
以
下
の
三
つ
の

点
で
国
際
法
違
反
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
国
際
人
権
法
に
お
け
る
個
人
の
国
籍
に
関
す
る
権
利
を
侵
害
す
る
。
国
内
に
非
居
住

の
個
人
の
帰
化
そ
れ
自
体
は
違
法
で
は
な
い
。
し
か
し
世
界
人
権
宣
言
一
五
条）
１１１
（

、
欧
州
国
籍
条
約
（
一
九
九
七
年
）
四
条
は
と
も
に
、
国
籍

を
有
す
る
権
利
を
保
障
し
、
恣
意
的
な
理
由
に
よ
る
国
籍
の
剝
奪
を
禁
止
す
る）
１１２
（

。
以
上
は
国
際
慣
習
法
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の

規
定
か
ら
、
帰
化
は
原
則
と
し
て
当
該
個
人
の
同
意
を
必
要
と
す
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る）
１１３
（

。
グ
ル
ジ
ア
紛
争
に
関
す
る
独
立
国
際
事
実
調
査

ミ
ッ
シ
ョ
ン
報
告
書
は
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
住
民
は
ロ
シ
ア
国
籍
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
た
証
拠
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
人
権
Ｎ

Ｇ
Ｏ
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ラ
イ
ツ
・
ウ
ォ
ッ
チ
（H

um
an R

ights W
atch

）
に
よ
れ
ば
、
ガ
リ
地
域
に
居
住
す
る
グ
ル
ジ
ア
民
族
四
万
二
〇
〇

〇
人
に
対
し
、
ロ
シ
ア
市
民
権
を
取
得
す
る
よ
う
圧
力
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る）
１１４
（

。
従
っ
て
ロ
シ
ア
に
よ
る
集
団
的
旅
券
交
付
政
策
は
国
籍
に

関
す
る
一
般
国
際
法
に
違
反
す
る）
１１５
（

。

　

な
お
ア
ブ
ハ
ジ
ア
住
民
が
ロ
シ
ア
に
帰
化
す
る
以
前
、
無
国
籍
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
ロ
シ
ア
お
よ
び
グ
ル
ジ
ア
双
方
に
見
解
の

相
違
が
あ
る
。
一
九
九
三
年
三
月
二
五
日
に
制
定
さ
れ
た
グ
ル
ジ
ア
市
民
権
法
は
、
グ
ル
ジ
ア
領
域
上
の
住
民
が
グ
ル
ジ
ア
国
籍
を
自
動
的

に
取
得
す
る
旨
規
定
し
て
い
る）
１１６
（

こ
と
か
ら
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
住
民
に
は
ソ
連
解
体
に
伴
い
、
グ
ル
ジ
ア
国
籍
を
取
得
し
た
と
推
測
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
領
土
主
権
の
変
更
に
伴
う
国
籍
変
更
は
国
籍
に
関
す
る
国
際
法
原
則
に
沿
っ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
ロ
シ
ア
は
市
民
権
法
の
適
用
に
あ
た
り
、
民
族
、
人
種
を
基
準
と
し
て
選
択
的
・
差
別
的
に
帰
化
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
行
為
は
、
人
種
差
別
禁
止
条
約
（
一
九
六
五
年
）
一
条
三
項
、
同
五
条
、
そ
し
て
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
委
員
会
第
二
意
見
（
一
九
九
二
年
）
第

三
パ
ラ
グ
ラ
フ
﹁
す
べ
て
の
個
人
は
い
ず
れ
の
民
族
的
、宗
教
的
ま
た
は
言
語
的
共
同
体
に
所
属
す
る
か
を
そ
の
望
む
ま
ま
に
選
択
し
う
る
﹂

二
二
〇
四
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と
両
立
し
な
い
。

　

第
三
に
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ア
ブ
ハ
ジ
ア
住
民
へ
の
帰
化
政
策
は
、
グ
ル
ジ
ア
に
属
す
る
個
人
の
国
籍
に
関
す
る
権
利
を
侵
害
す
る
。
加
え

て
、
ロ
シ
ア
政
府
に
よ
る
旅
券
交
付
政
策
は
グ
ル
ジ
ア
の
国
家
と
し
て
の
人
的
管
轄
権
の
侵
害
、
領
土
主
権
の
侵
害
お
よ
び
内
政
干
渉
を
構

成
し
、
友
好
関
係
原
則
宣
言）
１１７
（

に
お
け
る
国
内
問
題
不
干
渉
原
則
お
よ
び
相
互
協
力
義
務
原
則
違
反
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る）
１１８
（

。

　

な
お
、
ハ
ー
グ
国
籍
条
約
（
一
九
三
〇
年
）
一
条
お
よ
び
欧
州
国
籍
条
約
三
条
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
発
給
は
当
該
個
人
が
発
給
国
の
国
籍
を

有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
も
の
で
は
な
く
、
一
応
の
（p

rim
a

 fa
cie

）
国
籍
の
証
拠
を
構
成
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
規
定
し
、
こ
れ
ら
の
規

定
は
国
際
慣
習
法
を
構
成
す
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
条
文
に
基
づ
き
、
グ
ル
ジ
ア
紛
争
に
関
す
る
独
立
国
際
事
実
調
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
報
告

書
は
、
グ
ル
ジ
ア
、
第
三
国
お
よ
び
国
際
法
廷
は
ア
ブ
ハ
ジ
ア
住
民
の
ロ
シ
ア
国
籍
を
承
認
し
て
は
な
ら
な
い
と
勧
告
す
る）
１１９
（

。

　

ⅲ　

そ
の
他
の
人
権

　

以
上
の
人
権
侵
害
に
関
す
る
問
題
に
加
え
、
国
連）
１２０
（

お
よ
び
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ）
１２１
（

は
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
ガ
リ
地
域
に
お
い
て
、
強
制
移
動
さ
せ
ら
れ
た

人
の
財
産
権
、
グ
ル
ジ
ア
民
族
に
関
す
る
グ
ル
ジ
ア
語
で
の
指
導
、
移
動
の
自
由
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
雇
用
の
機
会
へ
の
ア
ク
セ
ス
等

が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
重
要
な
人
権
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
民
族
的
少
数
者
高
等
弁
務
官
は
、
二
〇
〇

五
年
一
一
月
、﹁
国
際
規
範
お
よ
び
基
準
は
、
領
域
お
よ
び
人
民
を
統
治
す
る
い
か
な
る
当
局
も
、
た
と
え
国
際
社
会
に
承
認
さ
れ
て
い
な

い
と
し
て
も
、
民
族
的
少
数
者
の
権
利
を
含
め
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
し
て
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
当
局
は
人

権
に
関
す
る
国
際
法
上
の
義
務
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た）
１２２
（

。

　

な
お
、
二
〇
〇
八
年
八
月
一
二
日
、
グ
ル
ジ
ア
は
国
際
司
法
裁
判
所
に
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
人
種
差
別
撤
廃
条
約
違
反
を
主
張
し
て
提
訴
し
、

八
月
一
四
日
、
同
条
約
違
反
の
停
止
を
命
令
す
る
暫
定
措
置
を
申
請
し
た
。
国
際
司
法
裁
判
所
は
一
〇
月
一
五
日
、
ロ
シ
ア
に
条
約
の
下
で

二
二
〇
五
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の
法
的
義
務
の
遵
守
を
命
ず
る
暫
定
措
置
を
示
し
た）
１２３
（

が
、
本
案
に
関
し
て
は
二
〇
一
一
年
四
月
一
日
、
管
轄
権
が
な
い
と
判
断
し
た
。

３　

国
家
創
設
過
程
の
正
当
性

⑴　

国
際
人
道
法

　

ア
ブ
ハ
ジ
ア
分
離
独
立
を
め
ぐ
る
武
力
紛
争
中
お
よ
び
紛
争
後
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
当
局
に
よ
る
非
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
に
対
す
る
強
制
移
動
が
行

わ
れ
、
そ
の
よ
う
な
行
為
が
国
際
人
権
法
違
反
で
あ
る
こ
と
は
既
に
確
認
し
た
。
同
時
に
、
武
力
紛
争
時
に
お
け
る
強
制
移
動
は
国
際
人
道

法
違
反
も
構
成
す
る
。
非
国
際
的
な
武
力
紛
争
の
犠
牲
者
の
保
護
に
関
す
る
追
加
議
定
書
（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
第
二
追
加
議
定
書
）
一
七

条
二
項
は
、﹁
文
民
は
、
紛
争
に
関
連
す
る
理
由
で
自
国
の
領
域
を
離
れ
る
こ
と
を
強
要
さ
れ
な
い
﹂
と
規
定
し
て
お
り
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
当

局
に
よ
る
強
制
移
動
は
同
規
定
違
反
で
あ
る）
１２４
（

。

　

な
お
、
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
八
条
二
項）
１２５
（

ｅ 
ⅷ 

は
﹁
そ
の
文
民
の
安
全
又
は
絶
対
的
な
軍
事
上
の
理
由
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
場
合
﹂

に
は
強
制
移
動
は
禁
止
さ
れ
な
い
と
し
て
訴
追
対
象
か
ら
除
外
し
、
国
際
赤
十
字
委
員
会
コ
メ
ン
タ
リ
ー
も
﹁
住
民
が
重
大
な
危
険
に
曝
さ

れ
る
の
を
阻
止
す
る
た
め
の
強
制
移
動
は
明
示
的
に
は
禁
止
さ
れ
な
い）
１２６
（

﹂
と
す
る
。
し
か
し
関
係
文
民
の
安
全
保
障
ま
た
は
緊
急
の
軍
事
的

理
由
が
な
い
限
り
、
占
領
地
か
ら
の
文
民
の
追
放
お
よ
び
国
内
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
文
民
の
強
制
的
移
動
は
戦
争
犯
罪
と
み
な
さ
れ
る
。

前
述
の
安
保
理
決
議
八
七
六）
１２７
（

は
、﹁
一
九
九
三
年
七
月
二
七
日
停
戦
合
意
に
関
す
る
ア
ブ
ハ
ジ
ア
側
に
よ
る
重
大
な
違
反
お
よ
び
国
際
人
道

法
違
反
の
行
為
﹂（
第
二
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
が
あ
る
と
し
て
非
難
し
た
。

⑵　

武
力
行
使
禁
止
原
則

　

ア
ブ
ハ
ジ
ア
独
立
宣
言
ま
で
の
過
程
に
お
い
て
ロ
シ
ア
は
武
力
を
行
使
し
て
ア
ブ
ハ
ジ
ア
を
支
援
し
た
。
ロ
シ
ア
は
そ
の
よ
う
な
武
力
行

二
二
〇
六
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使
を
正
当
化
す
る
根
拠
と
し
て
、
自
衛
権）
１２８
（

、
平
和
維
持
軍
の
任
務
遂
行
、
人
道
的
介
入
お
よ
び
自
国
民
保
護
を
主
張
し
た）
１２９
（

。
自
衛
権
の
主
張

に
関
し
て
、
ロ
シ
ア
は
武
力
を
行
使
す
る
に
あ
た
り
、
必
要
性
と
均
衡
性
お
よ
び
他
国
か
ら
の
先
制
攻
撃
と
い
う
要
件
を
満
た
し
て
い
な

い
）
１３０
（

。
グ
ル
ジ
ア
の
ア
ブ
ハ
ジ
ア
に
対
す
る
急
迫
し
た
武
力
攻
撃
の
事
実
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い）
１３１
（

。
均
衡
性
に
関
し
て
は
、
先
の
武
力
攻
撃
発

生
後
に
招
集
さ
れ
た
安
保
理
緊
急
会
議
に
お
い
て
、
理
事
国
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
軍
事
的
反
撃
は
グ
ル
ジ
ア
軍
に
よ
る
攻
撃
の
程
度
を
超
え
て

い
る
と
指
摘
し
た）
１３２
（

。
グ
ル
ジ
ア
領
域
内
の
ロ
シ
ア
平
和
維
持
軍
基
地
へ
の
グ
ル
ジ
ア
軍
に
よ
る
先
制
攻
撃
の
事
実
も
、
ま
た
テ
ロ
リ
ス
ト
に

よ
る
先
制
攻
撃
の
事
実
も
、
監
視
団
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　

平
和
維
持
軍
の
増
強
お
よ
び
任
務
遂
行
目
的
に
関
す
る
ロ
シ
ア
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
上
部
コ
ド
リ
渓
谷
に
お
け
る
広
範
囲
の
空
爆
は
、
南

オ
セ
チ
ア
に
駐
留
す
る
ロ
シ
ア
平
和
維
持
軍
に
対
す
る
グ
ル
ジ
ア
か
ら
の
攻
撃
を
阻
止
す
る
目
的
で
あ
り
、
合
理
的
対
応
で
あ
る
と
い
う）
１３３
（

。

こ
の
点
に
つ
い
て
安
保
理
緊
急
会
議
で
は
、
平
和
維
持
活
動
の
任
務
中
に
許
容
さ
れ
る
武
力
の
目
的
は
自
衛
で
あ
り
、
ま
た
活
動
は
紛
争
当

事
者
双
方
に
中
立
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
シ
ア
軍
は
紛
争
当
事
者
の
一
方
に
加
担
し
て
い
る
と
し
て
ロ
シ
ア
は
非
難

さ
れ
た）
１３４
（

。

　

人
道
的
介
入
お
よ
び
自
国
民
保
護
を
目
的
と
す
る
武
力
行
使
に
関
し
て
は
、
ロ
シ
ア
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
国
際
法
に
お
け
る
武
力
行
使
禁

止
原
則
の
例
外
と
な
る
と
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
慣
習
法
は
存
在
し
な
い
。
従
っ
て
グ
ル
ジ
ア
に
対
す
る
武
力
行
使
に
関
し
て
ロ
シ
ア
が
主

張
す
る
い
ず
れ
の
正
当
性
事
由
も
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い）
１３５
（

。
グ
ル
ジ
ア
紛
争
に
関
す
る
独
立
国
際
事
実
調
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
報
告
書
は
、
グ

ル
ジ
ア
紛
争
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
武
力
行
使
は
国
連
憲
章
二
条
四
項
違
反
で
あ
り
、
ま
た
五
一
条
の
下
で
自
衛
権
の
行
使
と
し
て
正
当
化
す

る
こ
と
は
で
き
な
い）
１３６
（

と
判
断
し
て
い
る
。
加
え
て
ロ
シ
ア
は
二
〇
〇
八
年
停
戦
合
意
以
後
に
も
武
力
攻
撃
を
断
続
的
に
行
っ
て
い
る
が
、
こ

の
武
力
行
使
も
停
戦
合
意
違
反
で
あ
り
、
正
当
性
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い）
１３７
（

。
同
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
二
〇
〇
九
年
、﹁
戦
闘
行
為
は
二
〇
〇

八
年
八
月
、
南
オ
セ
チ
ア
首
都
ツ
ヒ
ン
バ
リ
へ
の
グ
ル
ジ
ア
に
よ
る
砲
撃
と
い
う
不
当
な
攻
撃
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
。
し
か
し
グ
ル
ジ
ア

二
二
〇
七
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六
四
巻
七
号�

一
八
二

国
家
承
認
基
準
の
展
開

は
ロ
シ
ア
の
数
か
月
に
も
及
ぶ
挑
発
行
為
に
対
抗
し
た
の
で
あ
り
、
双
方
に
国
際
法
違
反
が
あ
る）
１３８
（

﹂
と
報
告
し
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
ア
ブ

ハ
ジ
ア
分
離
独
立
の
過
程
に
お
い
て
武
力
行
使
禁
止
原
則
違
反
が
存
在
す
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

４　

分
離
権

　

ロ
シ
ア
が
ア
ブ
ハ
ジ
ア
へ
の
国
家
承
認
付
与
の
根
拠
と
し
て
援
用
す
る
の
は
救
済
的
分
離
の
理
論
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
は
、
グ
ル
ジ
ア
政
府

が
友
好
関
係
原
則
宣
言
人
民
の
同
権
お
よ
び
自
決
原
則
第
七
パ
ラ
グ
ラ
フ
が
規
定
す
る
﹁
人
民
の
同
権
と
自
決
の
原
則
に
し
た
が
っ
て
行
動

し
、
領
域
に
属
す
る
す
べ
て
の
人
民
を
代
表
す
る
政
府
﹂
の
基
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
住
民
に
対
し
て
軍
事
力
を
用
い
た
残

虐
行
為
を
行
い
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
住
民
か
ら
分
離
独
立
以
外
の
選
択
肢
を
奪
っ
た
結
果
と
し
て）
１３９
（

、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
住
民
は
自
ら
の
意
思
に
も
と
づ

き
独
立
を
表
明
し
た）
１４０
（

と
主
張
す
る）
１４１
（

。
ロ
シ
ア
の
主
張
の
よ
う
に
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
住
民
は
救
済
的
分
離
権
の
主
体
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
、
以

下
に
検
討
す
る
。

⑴　

ア
ブ
ハ
ジ
ア
﹁
人
民
﹂

　

帝
政
ロ
シ
ア
支
配
下
に
あ
っ
た
一
八
九
七
年
当
時
、
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
は
現
在
の
ア
ブ
ハ
ジ
ア
領
域
で
多
数
を
占
め
て
い
た
が
、
ソ
連
政
権

の
グ
ル
ジ
ア
化
政
策
に
よ
り
同
領
域
か
ら
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
が
追
放
さ
れ
、
一
九
二
六
年
、
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
は
二
八
％
に
低
下
し
、
さ
ら
に
一

九
七
〇

－
八
〇
年
代
、
グ
ル
ジ
ア
政
府
の
政
策
に
よ
り
、
グ
ル
ジ
ア
民
族
、
イ
ラ
ン
系
民
族
、
ロ
シ
ア
民
族
が
ア
ブ
ハ
ジ
ア
に
移
住
し
た）
１４２
（

。

ア
ブ
ハ
ジ
ア
住
民
の
信
仰
す
る
宗
教
は
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
お
よ
び
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
重
層
構
造
と
さ
れ
る）
１４３
（

。

　

ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
人
口
お
よ
び
そ
の
民
族
構
成
は
、
分
離
を
め
ぐ
る
武
力
衝
突
の
前
後
で
大
き
く
異
な
る
。
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
時
代
最
後
の
国

勢
調
査
（
一
九
八
九
年
）
で
は
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
人
口
は
約
五
二
万
人
、
そ
の
う
ち
の
四
八
％
が
グ
ル
ジ
ア
民
族
（
そ
の
多
く
は
グ
ル
ジ
ア

二
二
〇
八
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）

国
家
承
認
基
準
の
展
開

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

一
八
三

系
の
メ
グ
レ
ル
民
族
）、
一
七
％
が
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
で
あ
り
、
そ
の
他
少
数
民
族
と
し
て
ロ
シ
ア
民
族
、
ア
ル
メ
ニ
ア
民
族
、
ギ
リ
シ
ャ
民

族
）
１４４
（

等
が
居
住
し
て
い
た）
１４５
（

。
国
連
調
査
で
も
、
一
九
九
〇
年
当
時
の
ア
ブ
ハ
ジ
ア
に
お
け
る
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
の
割
合
は
一
八
％
、
グ
ル
ジ
ア
民

族
四
六
％
、
ロ
シ
ア
民
族
一
六
％
、
ア
ル
メ
ニ
ア
民
族
一
五
％
、
そ
の
他
五
％
で
あ
り）
１４６
（

、
一
九
九
二
年
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
分
離
を
め
ぐ
り
グ
ル

ジ
ア
と
の
間
で
武
力
衝
突
が
発
生
し
た
当
時
も
住
民
構
成
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。
従
っ
て
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
は
同
領
域
で
の
多
数
住
民
で
は

な
か
っ
た）
１４７
（

。

　

武
力
衝
突
を
契
機
に
ア
ブ
ハ
ジ
ア
に
お
け
る
人
口
は
激
減
し
、
正
確
な
統
計
結
果
は
得
ら
れ
て
い
な
い
が
、
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）

予
測
で
は
一
九
九
八
年
の
人
口
は
一
八

－

二
二
万
人
、
そ
の
う
ち
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
は
三
五
％
と
さ
れ）
１４８
（

、
投
票
者
名
簿
に
基
づ
く
二
〇
〇
五
年

の
人
口
推
定
に
よ
れ
ば
一
五
万
七
〇
〇
〇
人
か
ら
一
九
万
人）
１４９
（

、
そ
の
う
ち
グ
ル
ジ
ア
民
族
が
二
一
・
三
％
、
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
が
四
三
・
八
％）
１５０
（

と
な
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
八
月
の
戦
闘
で
は
、
グ
ル
ジ
ア
民
族
三
〇
〇
〇
人
が
上
部
コ
ド
リ
地
域
か
ら
避
難
し
た
。
そ
の
結
果
、
ア
ブ
ハ
ズ

民
族
の
割
合
は
さ
ら
に
高
ま
り
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
人
口
二
一
万
五
〇
〇
〇
人
の
う
ち
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
四
四
％
、
グ
ル
ジ
ア
民
族
二
一
％
、
ア

ル
メ
ニ
ア
民
族
二
一
％
、
ロ
シ
ア
民
族
一
一
％
と
さ
れ）
１５１
（

、
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
と
グ
ル
ジ
ア
民
族
と
の
人
口
に
占
め
る
割
合
の
逆
転
現
象
が
明
ら

か
で
あ
る
。

⑵　

人
権
侵
害

　

ア
ブ
ハ
ジ
ア
当
局
が
非
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
に
対
し
て
行
っ
た
個
人
の
人
権
に
対
す
る
侵
害
行
為
お
よ
び
人
道
法
違
反
行
為
、
お
よ
び
ロ
シ
ア

が
ア
ブ
ハ
ジ
ア
住
民
に
対
し
て
行
っ
た
国
籍
に
関
す
る
権
利
の
侵
害
行
為
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ア
ブ
ハ
ジ

ア
住
民
の
救
済
的
分
離
権
は
存
在
す
る
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
グ
ル
ジ
ア
政
府
に
よ
る
ア
ブ
ハ
ジ
ア
住
民
に
対
す
る
大
規
模
か
つ
深
刻
な
人

権
侵
害
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
を
探
り
た
い
。

二
二
〇
九
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同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

一
八
四

国
家
承
認
基
準
の
展
開

　

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
時
代
、
グ
ル
ジ
ア
に
お
け
る
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
自
治
の
地
位
は
剝
奪
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
、
ア
ブ
ハ
ズ

語
が
禁
止
さ
れ
る
と
と
も
に
グ
ル
ジ
ア
語
が
公
用
語
と
し
て
強
制
さ
れ
、
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
の
文
化
は
否
定
さ
れ
、
ア
ブ
ハ
ズ
語
を
指
導
言
語

と
す
る
学
校
は
閉
鎖
さ
れ
、
主
要
な
公
職
は
グ
ル
ジ
ア
民
族
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
多
く
の
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
が
粛
清
で
命
を
落
と
し
た
。
し

か
し
一
九
五
三
年
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
死
に
よ
り
、
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
に
対
す
る
政
策
は
改
め
ら
れ
て
名
誉
回
復
措
置
が
と
ら
れ
、
地
方
政
府
で

は
人
口
に
占
め
る
割
合
を
超
え
る
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
が
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

　

ア
ブ
ハ
ジ
ア
人
民
の
政
治
的
代
表
権
、
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
保
持
の
権
利
等
は
グ
ル
ジ
ア
・
ソ
ビ
エ
ト
当
局
に
よ
り
必
ず
し
も
適

正
に
保
護
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
調
査
報
告
が
あ
る）
１５２
（

。
し
か
し
一
九
七
八
年
に
ア
ブ
ハ
ジ
ア
が
グ
ル
ジ
ア
か
ら
分
離
す
る
動
き
を
見
せ

た
後
、
グ
ル
ジ
ア
は
ア
ブ
ハ
ジ
ア
へ
の
懐
柔
策
を
と
り
、
政
治
的
代
表
権
に
つ
い
て
は
、
当
局
は
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
に
特
別
の
政
治
的
地
位
を

付
与
し
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
議
会
で
は
住
民
に
占
め
る
割
合
を
上
回
る
議
席
を
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
に
配
分
し
、
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
の
経
済
的
文
化
的
支

援
の
た
め
約
五
億
ル
ー
ブ
ル
を
ア
ブ
ハ
ジ
ア
に
支
出
し
、
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
の
公
的
地
位
へ
の
登
用
も
進
め
た）
１５３
（

。

　

人
権
侵
害
に
関
し
て
、
一
九
九
三
年
一
〇
月
に
実
施
さ
れ
た
国
連
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
二
年
八
月
、
グ
ル
ジ
ア
軍
に
よ
る
ア
ブ
ハ
ジ

ア
侵
攻
後
、
グ
ル
ジ
ア
お
よ
び
ア
ブ
ハ
ジ
ア
双
方
に
よ
り
程
度
の
差
は
あ
る
が
住
民
に
対
す
る
人
権
侵
害
行
為
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る）
１５４
（

。
ロ
シ

ア
は
グ
ル
ジ
ア
政
府
が
南
オ
セ
チ
ア
と
ア
ブ
ハ
ジ
ア
住
民
に
対
し
て
残
虐
行
為
を
行
っ
た
と
し
て
残
虐
行
為
阻
止
の
た
め
に
介
入
の
必
要
が

あ
る
と
主
張
し
た
。
し
か
し
グ
ル
ジ
ア
政
府
の
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
に
対
す
る
大
規
模
な
人
権
侵
害
の
証
拠
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る）
１５５
（

。

⑶　

最
終
的
手
段

　

ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
グ
ル
ジ
ア
か
ら
の
分
離
独
立
は
紛
争
解
決
の
た
め
の
唯
一
の
か
つ
最
終
的
手
段
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
九
二
年
二
月
、
グ
ル

ジ
ア
政
府
に
よ
る
一
九
二
一
年
グ
ル
ジ
ア
憲
法
の
復
活
宣
言
と
い
う
法
的
措
置
に
つ
い
て
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
は
ア
ブ
ハ
ジ
ア
自
治
権
の
廃
止
と

二
二
一
〇
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志
社
法
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六
四
巻
七
号�

一
八
五

捉
え
た
。
そ
の
対
応
策
と
し
て
ア
ブ
ハ
ジ
ア
議
会
議
長
（A

rdzinba

）
は
グ
ル
ジ
ア
と
ア
ブ
ハ
ジ
ア
と
の
連
邦
制
を
提
案
し
た
が
、
グ
ル
ジ

ア
政
府）
１５６
（

は
こ
の
提
案
を
拒
否
し
、
武
力
衝
突
に
発
展
し
た）
１５７
（

。
一
九
九
三
年
一
二
月
一
日
、
停
戦
合
意
の
後
、
グ
ル
ジ
ア
は
ア
ブ
ハ
ジ
ア
に
対

し
自
治
権
拡
大
を
提
案
し
た
が
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
当
局
は
同
提
案
を
拒
否
し
た
。
一
九
九
四
年
一
月
三
一
日
採
択
の
安
保
理
決
議
八
九
六
は
、

交
渉
を
成
功
さ
せ
、
さ
ら
な
る
紛
争
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
グ
ル
ジ
ア
の
主
権
お
よ
び
領
土
保
全
を
十
分
に
尊
重
し
て
、
ア
ブ
ハ

ジ
ア
の
政
治
的
地
位
に
関
し
て
直
ち
に
実
質
的
な
進
展
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
五
）。
一
九
九
四
年
二
月
、

国
連
の
仲
介
、
ロ
シ
ア
お
よ
び
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
参
加
に
よ
る
紛
争
当
事
者
間
の
対
話
が
開
始
さ
れ
、
国
連
特
使
は
グ
ル
ジ
ア
お
よ
び
ア
ブ
ハ
ジ

ア
に
よ
る
緩
い
連
合
国
家
を
創
設
し
、
外
交
、
経
済
、
国
境
警
備
、
関
税
等
の
分
野
に
お
け
る
権
力
分
有
、
そ
し
て
市
民
的
権
利
と
自
由
お

よ
び
民
族
的
少
数
者
権
利
の
保
障
を
基
本
原
則
と
す
る
﹁
グ
ル
ジ
ア
／
ア
ブ
ハ
ジ
ア
紛
争
の
政
治
的
解
決
の
た
め
の
措
置
宣
言
案）
１５８
（

﹂
を
提
案

し
た
。
同
時
に
国
連
特
使
は
グ
ル
ジ
ア
の
領
土
保
全
の
暫
定
的
承
認
を
ア
ブ
ハ
ジ
ア
に
要
請
し
た
が
、ア
ブ
ハ
ジ
ア
は
い
ず
れ
も
拒
否
し
た
。

　

一
九
九
四
年
一
一
月
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
は
﹁
民
主
的
主
権
国
家
﹂
を
宣
言
す
る
憲
法
を
採
択
し
、
グ
ル
ジ
ア
に
対
し
て
グ
ル
ジ
ア
と
ア
ブ
ハ

ジ
ア
に
よ
る
﹁
対
等
な
二
つ
の
主
体
に
よ
る
統
一
国
家）
１５９
（

﹂
創
設
を
要
求
し
た
が
、
グ
ル
ジ
ア
は
拒
否
し
た
。
一
九
九
五
年
二
月
、
ロ
シ
ア
は

両
当
事
者
に
グ
ル
ジ
ア
を
連
邦
国
家
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
グ
ル
ジ
ア
は
受
け
入
れ
た
が
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
は
あ
く
ま
で
も
﹁
対
等
な
二
主

体
に
よ
る
国
家
連
合
﹂
と
い
う
国
家
連
合
形
態
を
要
求
し
、
連
合
内
の
対
等
の
構
成
主
体
と
い
う
地
位
で
な
い
限
り
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と

し
て
拒
否
し
た
。

　

一
九
九
六
年
七
月
一
二
日
、
安
保
理
は
決
議
一
〇
六
五
を
採
択
し
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
側
の
態
度
に
よ
り
、
当
事
者
間
の
紛
争
解
決
が
行
き
詰

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
懸
念
す
る
と
表
明
し
た
。
一
九
九
七
年
、
国
連
は
グ
ル
ジ
ア
問
題
解
決
の
責
任
者
と
し
て
事
務
総
長
特
別
代
表
（L

iviu 

B
ota

）
を
任
命
し
、
同
代
表
を
議
長
と
す
る
調
整
評
議
会
（C

oordination C
ouncil

）
を
設
置
し
、
同
会
議
に
グ
ル
ジ
ア
お
よ
び
ア
ブ
ハ

ジ
ア
代
表
に
加
え
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
英
国
、
米
国
お
よ
び
ロ
シ
ア
代
表
で
構
成
さ
れ
る
国
連
調
停
活
動
支
援
グ
ル
ー
プ
が
オ
ブ
ザ
ー

二
二
一
一
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国
家
承
認
基
準
の
展
開

バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
中
で
紛
争
解
決
を
図
っ
た
。
ボ
タ
の
後
任
、
ボ
ー
デ
ン
事
務
総
長
特
別
代
表
は
二
〇
〇
一
年
、
グ
ル
ジ
ア
の
領
土
的

現
状
の
維
持
と
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
自
治
拡
大
を
基
本
原
則
と
し
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
を
﹁
グ
ル
ジ
ア
内
部
に
お
け
る
特
別
の
地
位
（special 

status
）
を
享
受
す
る
主
権
的
実
体
（sovereign entity

）﹂
と
定
義
す
る
包
括
的
和
平
案
﹁
ト
ビ
リ
シ
と
シ
ュ
ク
ミ
間
の
憲
法
的
権
能
の

配
分
原
則
（
ボ
ー
デ
ン
文
書）
１６０
（

）﹂
を
作
成
し
た
。
安
保
理
決
議
一
三
九
三
（
二
〇
〇
二
年
）
も
同
文
書
を
歓
迎
し
（
前
文
）、
当
事
者
が
包
括

的
政
治
的
解
決
に
つ
い
て
当
事
者
間
に
進
展
が
な
い
こ
と
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
政
治
的
地
位
の
解
決
に
つ
い
て
は
グ
ル
ジ

ア
国
家
内
部
で
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
二
お
よ
び
三
）
と
表
明
し）
１６１
（

、
同
決
議
以
降
も
安
保
理
は
ボ
ー
デ
ン
文
書
に
お
け

る
基
本
原
則
を
支
持
す
る
と
繰
り
返
し
確
認
し
て
い
る）
１６２
（

。
ボ
ー
デ
ン
文
書
に
関
し
て
グ
ル
ジ
ア
は
受
け
入
れ
た
が
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
は
同
実
体

を
グ
ル
ジ
ア
国
家
内
部
に
存
続
さ
せ
る
い
か
な
る
案
も
拒
否
す
る
と
し
て
、
分
離
独
立
以
外
の
選
択
肢
の
可
能
性
を
否
定
し
た
。
両
当
事
者

間
の
緊
張
は
高
ま
り
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
地
位
問
題
解
決
の
た
め
の
交
渉
は
進
展
せ
ず
、
膠
着
状
態
が
続
い
て
い
る）
１６３
（

。

　

グ
ル
ジ
ア
紛
争
に
関
す
る
独
立
国
際
事
実
調
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
報
告
書
は
、
救
済
的
分
離
の
理
論
上
の
要
件
に
関
し
て
検
討
し
、
ア
ブ
ハ
ジ

ア
住
民
の
分
離
権
を
否
定
す
る）
１６４
（

。
具
体
的
に
は
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
人
民
に
対
す
る
大
規
模
な
人
権
侵
害
の
存
在
と
い
う
要
件
に
関
し
て
は
、
一

九
九
四
年
の
停
戦
合
意
以
後
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
平
和
維
持
軍
お
よ
び
国
連
軍
事
監
視
団
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
更
な
る
大
規
模
侵
害
の
発
生

が
阻
止
さ
れ
た
と
し
、
手
続
的
要
件
に
関
し
て
は
、
ロ
シ
ア
お
よ
び
国
連
双
方
が
グ
ル
ジ
ア
内
部
で
の
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
法
的
地
位
に
関
す
る

交
渉
の
た
め
の
方
式
を
提
供
し
た
経
緯
を
指
摘
し
、
分
離
だ
け
が
紛
争
解
決
の
唯
一
の
か
つ
最
終
的
手
段
（u

ltim
a

 ra
tio

）
で
あ
る
と
主

張
で
き
る
状
況
で
は
な
い
と
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る）
１６５
（

。

二
二
一
二
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Ⅴ　

結
び

　

コ
ソ
ボ
に
つ
い
て
は
多
数
諸
国
か
ら
分
離
独
立
を
承
認
さ
れ
、
他
方
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
に
つ
い
て
は
国
際
機
構
が
グ
ル
ジ
ア
の
領
土
保
全
を

保
護
し
て
い
る
現
状
に
あ
る
二
つ
の
事
例
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
要
因
の
存
在
を
確
認
し
た
。

　

コ
ソ
ボ
に
関
し
て
は
、
第
一
に
、
コ
ソ
ボ
暫
定
自
治
政
府
は
同
領
域
内
部
の
す
べ
て
の
民
族
の
権
利
保
障
を
宣
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
追

加
的
国
家
性
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。
第
二
に
、
コ
ソ
ボ
独
立
宣
言
ま
で
の
国
家
形
成
過
程
に
お
け
る
強
行
規
範
違
反
は
な
い
。
第
三
に
、

コ
ソ
ボ
領
域
住
民
の
九
二
％
が
ア
ル
バ
ニ
ア
民
族
で
構
成
さ
れ
、
セ
ル
ビ
ア
か
ら
の
分
離
独
立
は
同
住
民
の
圧
倒
的
多
数
の
意
思
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
第
四
に
、
同
住
民
に
対
す
る
セ
ル
ビ
ア
政
府
に
よ
る
自
治
権
の
剝
奪
、
公
職
か
ら
の
追
放
を
は
じ
め
と
す
る
差
別

的
政
策
の
実
施
、
強
制
移
動
を
含
む
大
規
模
か
つ
深
刻
な
人
権
侵
害
が
存
在
し
た
。
そ
し
て
第
五
に
、
コ
ソ
ボ
の
最
終
的
政
治
的
地
位
問
題

に
関
す
る
交
渉
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
コ
ソ
ボ
は
提
示
さ
れ
た
国
際
機
構
・
関
係
諸
国
に
よ
る
解
決
案
を
受
け
入
れ
た
が
、
セ
ル
ビ
ア
は
拒

否
し
続
け
、
交
渉
を
仲
介
し
た
国
際
機
構
・
関
係
諸
国
は
紛
争
解
決
の
た
め
の
す
べ
て
の
可
能
な
手
段
を
尽
く
し
た
が
当
事
者
間
の
合
意
に

至
ら
な
か
っ
た
と
結
論
づ
け
た
。
国
際
司
法
裁
判
所
勧
告
的
意
見
は
救
済
的
分
離
権
の
存
在
を
否
定
せ
ず
、
コ
ソ
ボ
住
民
に
対
す
る
重
大
な

人
権
侵
害
の
存
在
お
よ
び
コ
ソ
ボ
の
政
治
的
地
位
問
題
解
決
の
た
め
の
可
能
な
手
段
を
尽
く
し
た
事
実
を
間
接
的
に
認
め
て
い
る
。
第
三
か

ら
第
五
ま
で
の
要
因
の
存
在
は
、
救
済
的
分
離
権
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
要
件
を
コ
ソ
ボ
が
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
実
際
、
コ

ソ
ボ
に
国
家
承
認
を
付
与
し
た
諸
国
の
一
部
は
、
コ
ソ
ボ
人
民
の
救
済
的
分
離
権
を
明
示
的
に
認
め
て
い
る
。

　

ア
ブ
ハ
ジ
ア
に
関
し
て
、
第
一
に
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
当
局
に
よ
る
非
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
に
対
す
る
人
権
侵
害
お
よ
び
ロ
シ
ア
に
よ
る
非
ア
ブ
ハ

ズ
民
族
に
対
す
る
国
籍
に
関
す
る
権
利
の
侵
害
と
い
っ
た
事
実
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
追
加
的
国
家
性
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
。
第
二

に
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
当
局
に
よ
る
国
際
人
道
法
違
反
の
行
為
、
お
よ
び
ロ
シ
ア
に
よ
る
武
力
行
使
禁
止
原
則
違
反
の
行
為
が
存
在
し
、
独
立
宣

二
二
一
三
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国
家
承
認
基
準
の
展
開

言
ま
で
の
過
程
に
お
け
る
強
行
規
範
違
反
が
存
在
す
る
。
第
三
に
、
分
離
を
め
ぐ
る
武
力
紛
争
以
前
、
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
は
同
領
域
住
民
の
一

七

－

一
八
％
で
あ
り
、
ま
た
グ
ル
ジ
ア
か
ら
の
独
立
を
問
う
住
民
投
票
に
は
非
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
は
参
加
し
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
独
立
は
領
域

住
民
の
多
数
の
意
思
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
。
第
四
に
、
グ
ル
ジ
ア
政
府
は
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
に
特
別
の
政
治
的
地
位
を
付
与
し
、
ア
ブ

ハ
ジ
ア
議
会
で
は
住
民
に
占
め
る
割
合
以
上
の
議
席
が
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
に
配
分
さ
れ
て
お
り
、
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
の
意
思
が
政
治
に
反
映
さ
れ

る
仕
組
み
が
整
っ
て
い
た
と
い
う
点
で
、
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
の
政
治
的
権
利
は
保
障
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
Ｃ
Ｉ
Ｓ
平
和
維
持
軍
お
よ
び
国
連
軍

事
監
視
団
の
派
遣
に
よ
り
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
住
民
に
対
す
る
残
虐
行
為
は
阻
止
さ
れ
、
そ
の
他
の
重
大
な
人
権
侵
害
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
し
て
第
五
に
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
法
的
地
位
に
関
す
る
交
渉
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
態
度
は
頑
な
で
あ
り
、
全
く
妥
協
の
余
地

を
示
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、紛
争
解
決
へ
の
す
べ
て
の
可
能
な
手
段
が
尽
く
さ
れ
た
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
以
上
の
要
因
ゆ
え
に
、

ア
ブ
ハ
ジ
ア
は
救
済
的
分
離
権
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
。
実
際
、
ロ
シ
ア
を
除
く
諸
国
家
お
よ
び
国
際
機
構
は
、

ア
ブ
ハ
ジ
ア
住
民
を
救
済
的
分
離
の
主
体
と
し
て
は
認
め
て
い
な
い
。

　

コ
ソ
ボ
お
よ
び
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
事
例
は
以
下
の
よ
う
に
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
コ
ソ
ボ
に
つ
い
て
は
、
独
立
宣
言
時
点

に
お
い
て
伝
統
的
国
家
性
基
準
を
満
た
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
追
加
的
国
家
性
基
準
に
従
う
こ
と
を
宣
言
し
て
お
り
、
国
家
創
設
プ
ロ
セ
ス

に
お
け
る
強
行
規
範
の
違
反
が
な
く
、
救
済
的
分
離
権
の
主
体
と
し
て
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
事
例
で
あ
り
、
ゆ
え
に
国
際
社
会
は
同
実

体
を
国
家
と
し
て
承
認
し
た
。
他
方
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
に
つ
い
て
は
、
伝
統
的
国
家
性
基
準
を
満
た
し
て
い
た
が
、
追
加
的
国
家
性
基
準
を
満

た
し
て
お
ら
ず
、
国
家
創
設
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
強
行
規
範
違
反
が
存
在
し
た
こ
と
か
ら
、
救
済
的
分
離
権
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
事

例
で
あ
り
、
ゆ
え
に
国
際
社
会
は
同
実
体
を
国
家
と
し
て
承
認
し
て
い
な
い
。
以
上
は
あ
く
ま
で
も
仮
説
で
あ
り
、
政
治
的
要
因
に
よ
る
可

能
性
も
あ
る
。
同
様
の
事
例
に
よ
る
検
証
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

二
二
一
四



（　
　
　
　

）

国
家
承
認
基
準
の
展
開

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

一
八
九

（
1
）　

コ
ソ
ボ
に
関
す
る
紛
争
の
経
緯
、
法
的
検
討
に
関
し
て
は
、
拙
稿
﹁
コ
ソ
ボ
分
離
に
関
す
る
国
際
法
（
一
）

－

Ｉ
Ｃ
Ｊ
勧
告
的
意
見
要
請
を
素
材
と
し
て
﹂﹃
同
志
社
法
学
﹄

第
六
二
巻
二
号
二
〇
一
〇
年
、
参
照
。

（
2
）　

二
〇
一
二
年
一
一
月
現
在
。
な
お
、
国
連
加
盟
国
で
は
な
い
が
台
湾
も
国
家
承
認
を
付
与
し
て
い
る
。

（
3
）　A

lexandr B
olgari, “C

om
parative A

nalysis of the Secessions of K
osovo and South O

ssetia and T
heir Subsequent Independence R

ecognition, ” A
 thesis 

subm
itted to the K

ent State U
niversity H

onors C
ollege in partial fulfillm

ent of the requirem
ents for U

niversity H
onors, 70-74; T

im
othy G

eorge 

M
clellan, “K

osovo, A
bkhazia, and the C

onsequences of State R
ecognition, ” 5

（1

）C
a

m
brid

ge S
tu

d
en

t L
a

w
 R

eview
, 2009, 4-17.

（
4
）　B

olgari, su
p

ra
 note 3, 70-72.

（
5
）　

二
〇
〇
八
年
八
月
二
六
日
ロ
シ
ア
、
同
年
九
月
ニ
カ
ラ
グ
ア
、
二
〇
〇
九
年
九
月
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
同
年
一
二
月
ナ
ウ
ル
、
二
〇
一
一
年
五
月
バ
ヌ
ア
ツ
、
同
年
九
月
ツ
バ
ル

が
国
家
承
認
し
た
。
以
上
の
他
、
未
承
認
国
家
の
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
共
和
国
お
よ
び
南
オ
セ
チ
ア
共
和
国
が
ア
ブ
ハ
ジ
ア
を
国
家
承
認
し
て
い
る
。

（
6
）　

ア
ブ
ハ
ジ
ア
と
並
び
、
南
オ
セ
チ
ア
も
同
時
期
に
グ
ル
ジ
ア
か
ら
分
離
独
立
を
主
張
し
、
今
日
ま
で
に
五
カ
国
（
ロ
シ
ア
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
ナ
ウ
ル
お
よ
び

ツ
バ
ル
）
お
よ
び
二
地
域
（
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
共
和
国
お
よ
び
ア
ブ
ハ
ジ
ア
共
和
国
）
が
国
家
承
認
を
付
与
し
て
い
る
。
そ
の
点
を
含
め
、
両
実
体
に
は
共
通
性
が
多
い
。
た

だ
し
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
ソ
連
邦
時
代
の
地
位
に
関
し
て
は
グ
ル
ジ
ア
に
属
す
る
自
治
共
和
国
で
あ
り
、
他
方
、
南
オ
セ
チ
ア
の
ソ
連
邦
時
代
の
地
位
は
グ
ル
ジ
ア
に
属
す
る
自
治

州
（South O

ssetian A
utonom

ous O
blast
）
で
あ
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
本
稿
で
は
南
オ
セ
チ
ア
に
つ
い
て
は
検
討
対
象
か
ら
外
し
、
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｇ
に
よ
る
国
連
平

和
維
持
活
動
が
展
開
さ
れ
た
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
事
例
に
つ
い
て
コ
ソ
ボ
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
7
）　Independent International F

act-F
inding M

ission on the C
onflict in G

eorgia, R
eport, 30 Septem

ber 2009 （hereinafter cited as “IIF
F

M
C

G
 R

eport ”

）, 

V
ol.II,128 ; w

w
w

.ceiig.ch/R
eport.htm

l.

（
8
）　165 L

ea
gu

e of N
a

tion
s Trea

ty S
eries, p.19.

（
9
）　Ian B

row
nlie, P

rin
cip

les of In
tern

a
tion

a
l L

a
w

, 7th ed. O
xford, 2008, 70-71; Jam

es C
raw

ford, T
h

e C
rea

tion
 of S

ta
tes in

 In
tern

a
tion

a
l L

a
w

, 

2nd ed. O
xford, 2006, 52.

（
10
）　Joe V

erhoeven, “L
a reconnaissance internationale: déclin ou renouveau? ” 39 A

n
n

u
a

ire fra
n

ça
is d

e d
roit in

tern
a

tion
a

l, 1993, 7.

（
11
）　E

leanor C
.M

cD
ow

ell, “C
ontem

porary P
ractice of the U

nited States R
elating to International Law

, ” 71 A
m

erican
 Jou

rn
al of In

tern
ation

al L
aw

,1977, 

337.

（
12
）　J. A

. B
eesley and C

.B
. B

ourne eds. “C
anadian P

ractice in International Law
 during 1971 as R

eflected M
ainly in P

ublic C
orrespondence and Statem

ents 

二
二
一
五
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of the D
epartm

ent of E
xternal A

ffairs, ” 10 C
a

n
a

d
ia

n
 Yea

rbook of In
tern

a
tion

a
l L

a
w

, 1972, 287, 308-9; G
eoffrey M

arston ed., “U
nited K

ingdom
 

M
aterials on International L

aw
, ” 57 B

ritish
 Yea

rbook of In
tern

a
tion

a
l L

a
w

, 1986, 507.
（
13
）　

一
九
九
一
年
八
月
二
七
日
、
Ｅ
Ｃ
が
開
催
し
た
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
和
平
会
議
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
。

（
14
）　O

pinion N
o.1 , 1

）b

）, the A
rbitration C

om
m

ission of the P
eace C

onference on Yugoslavia, 29 N
ovem

ber 1991, reprinted in Snezana T
rifunovska, 

ed., Y
u

gosla
via

 T
h

rou
gh

 D
ocu

m
en

ts from
 its C

rea
tion

 to its D
issolu

tion
, D

ordrecht/ B
oston/ L

ondon, 1994, 416.

（
15
）　O

pinion N
o.1 , 1

）c

）, ibid
.

（
16
）　E

C
 D

eclaration concerning the C
onditions for R

ecognition of N
ew

 States, 16 D
ecem

ber 1991, in T
rifunovska, su

p
ra

 note 14, 431-432. 

（
17
）　T

hom
as D

. M
usgrave, S

elf-D
eterm

in
a

tion
 a

n
d N

a
tion

a
l M

in
orities, O

xford, 1997, 206.

（
18
）　P

resident B
ush’s statem

ent on the recognition of B
osnia and H

erzegovina, C
roatia and Slovenia, 7 A

pril1992, in T
rifunovska, su

p
ra

 note 14, 521.

（
19
）　D

eclaration on the International R
ecognition of the R

epublic of M
acedonia as a Sovereign and Independent State, 19 D

ecem
ber 1991, in Trifunovska, 

su
p

ra
 note 14, 433.

（
20
）　IIF

F
M

C
G

 R
eport, V

ol.II,136. 

同
報
告
書
は
続
け
て
、﹁
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
の
（
Ｅ
Ｃ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
）
規
範
的
考
慮
は
実
効
性
原
則
と
同
じ
方
向
に
作
用
す
る

こ
と
が
で
き
、
実
体
の
国
家
性
の
主
張
を
強
調
す
る
。
国
家
性
評
価
は
国
際
法
と
国
際
政
治
に
お
い
て
重
複
す
る
が
異
な
る
。
政
治
的
実
行
は
、
原
則
と
し
て
、
国
際
法
に
お

け
る
客
観
的
基
準
か
ら
始
ま
る
が
追
加
的
考
慮
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
﹂
と
も
述
べ
る
（ibid

.

）。

（
21
）　Stefan T

alm
on, “T

he duty not to « recognize as law
ful » a situation created by the illegal use of force or other serious breaches of a ju

s cogen
s 

ob
ligation

: an
 ob

ligation
 w

ith
ou

t real su
b

stan
ce? ” in

 C
h

ristian
 T

om
u

sch
at, Jean

-M
arc T

h
ou

ven
in

, ed
s., T

h
e F

u
n

d
a

m
en

ta
l R

u
les of th

e 

In
tern

a
tion

a
l L

ega
l O

rd
er: Ju

s C
ogen

s a
n

d
 O

bliga
tion

s E
rga

 O
m

n
es, L

eid
en

, 2006, 121 ; T
h

éod
ore C

h
ristakis, “L

’ob
ligation

 d
e n

on
-

reconnaissance des situations crées par le recours illicite à la force ou d ’autres actes enfreignant des règles fondam
entales, ” id

em
, 142-144.

（
22
）　International C

ourt of Justice, A
dvisory O

pinion, A
ccordance w

ith International L
aw

 of the U
nilateral D

eclaration of Independence in R
espect of 

K
osovo, 22 July 2010

（hereinafter cited as “IC
J A

dvisory O
pinion on K

osovo ”
）, para.81.

（
23
）　IIF

F
M

C
G

 R
eport, V

ol.II, 146.

（
24
）　T

héodore C
hristakis, L

e d
orit à

 l’a
u

tod
éterm

in
a

tion
, P

aris, 1999, 295; K
arl H

. D
oehring, “Self-D

eterm
ination, ” in B

runo Sim
m

a, ed., T
h

e C
h

a
rter 

of th
e U

n
ited

 N
a

tion
s, A

 C
om

m
en

ta
ry

, O
xford, 1994, 66; T

hom
as M

. F
ranck, P

ostm
odern T

ribalism
 and the R

ight to Secession ” in C
atherine 

二
二
一
六
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基
準
の
展
開

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

一
九
一

B
rölm

an
n

, R
en

é L
efeb

er an
d

 M
arjorein

e Z
ieck, ed

s, P
eop

les a
n

d
 M

in
orities, D

ord
rech

t/ B
oston

, 1993, 13; R
ob

ert M
cC

orq
u

od
ale, “S

elf-

D
eterm

ination: A
 H

um
an R

ights A
pproach, ” 43 In

tern
a

tion
a

l a
n

d
 C

om
p

a
ra

tive L
a

w
 Q

u
a

rterly, 1994, 857.
（
25
）　

た
だ
し
分
離
権
の
問
題
は
政
治
的
に
微
妙
な
要
素
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
国
際
司
法
裁
判
所
は
敢
え
て
分
離
権
に
関
す
る
直
接
的
な
判
断
は
差
し
控
え
、
よ
り
現
実
的
な
対

応
を
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
26
）　IC

J A
dvisory O

pinion on K
osovo, para.58.

（
27
）　IC

J A
dvisory O

pinion on K
osovo, paras.57-77.

（
28
）　IC

J A
dvisory O

pinion on K
osovo, paras.106-107.

（
29
）　IC

J A
dvisory O

pinion on K
osovo, A

lbania, W
ritten Statem

ent, para.108; U
S, W

ritten Statem
ent, paras. 34-52.

（
30
）　IC

J A
dvisory O

pinion on K
osovo, U

S, W
ritten Statem

ent, para.36; U
S, W

ritten C
om

m
ents, pp.8-9.

（
31
）　

拙
稿
﹁
コ
ソ
ボ
分
離
に
関
す
る
国
際
法―

Ｉ
Ｃ
Ｊ
勧
告
的
意
見
要
請
を
素
材
と
し
て―

（
二
）﹂﹃
同
志
社
法
学
﹄
第
六
二
巻
三
号
二
〇
一
〇
年
、
三
六

－

四
三
ペ
ー
ジ
。

（
32
）　

Ｅ
Ｕ
Ｌ
Ｅ
Ｘ
は
Ｅ
Ｕ
の
決
定
に
よ
り
、
二
〇
〇
〇
人
の
警
察
官
お
よ
び
司
法
関
係
者
で
構
成
さ
れ
、
コ
ソ
ボ
に
お
け
る
ル
ー
ル
オ
ブ
ロ
ー
の
定
着
を
目
的
と
し
て
、
二
〇
〇

八
年
一
二
月
、
活
動
を
開
始
し
た
。
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
他
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ト
ル
コ
、
ス
イ
ス
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
米
国
が
Ｅ
Ｕ
Ｌ
Ｅ
Ｘ
に
参
加
す
る
。

（
33
）　IC

J A
dvisory O

pinion on K
osovo, Serbia, W

ritten Statem
ent, paras. 942-983.

（
34
）　IC

J A
dvisory O

pinion on K
osovo, M

alcolm
 Shaw

, Serbia, V
erbatim

 R
ecord, C

R
 2009/24, para.33.

（
35
）　

モ
ン
テ
ビ
デ
オ
条
約
第
一
条
、
参
照
。

（
36
）　T

am
ara Jabe, “A

 C
ase for K

osovo? Self-determ
ination and Secession in the 21st C

entury, ” 15

（6

） Th
e In

tern
a

tion
a

l Jou
rn

a
l of H

u
m

a
n

 R
igh

ts, 

A
ugust 2011, 942; A

lexander O
rakhelashvili, “Statehood, R

ecognition and the U
nited N

ations System
: A

 U
nilateral D

eclaration of Independence in 

K
osovo, ” 12 M

a
x

 P
la

n
ck Y

ea
rbook of U

n
ited

 N
a

tion
s L

a
w

, 2008, 25; T
im

othy G
eorge M

clellan, “K
osovo, A

bkhazia, and the C
onsequences of 

State R
ecognition, ” 5 C

a
m

brid
ge S

tu
d

en
t L

a
w

 R
eview

, 2009, 1. 

（
37
）　

同
勧
告
的
意
見
は
コ
ソ
ボ
の
国
家
性
基
準
お
よ
び
国
家
承
認
に
関
し
て
は
検
討
し
て
い
な
い
。

（
38
）　IC

J A
dvisory O

pinion on K
osovo, K

osovo, W
ritten C

ontribution, paras.8.38-8.41.

（
39
）　

拙
稿
﹁
国
際
法
に
お
け
る
分
離
独
立―

コ
ソ
ボ
の
地
位
問
題
を
素
材
と
し
て―

﹂﹃
同
志
社
法
学
﹄
第
六
一
巻
三
号
二
〇
〇
九
年
、
三
一

－

七
七
ペ
ー
ジ
。

（
40
）　

勧
告
的
意
見
を
国
際
司
法
裁
判
所
に
要
請
す
る
国
連
総
会
決
議
六
三
／
三
に
お
い
て
、
そ
の
質
問
文
は
﹁
コ
ソ
ボ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
の
一
方
的
独
立
宣
言
は
国
際
法
に
従
っ
て
い
る

二
二
一
七



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

一
九
二

国
家
承
認
基
準
の
展
開

か
﹂
で
あ
っ
た
。
し
か
し
勧
告
的
意
見
は
自
決
権
の
主
体
す
な
わ
ち
﹁
人
民
﹂
に
関
し
、﹁
質
問
の
意
味
と
範
囲
﹂
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、﹁
コ
ソ
ボ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
﹂
を
独

立
宣
言
立
案
者
と
は
捉
え
な
い
と
解
釈
し
た
こ
と
に
よ
り
、
コ
ソ
ボ
独
立
宣
言
が
コ
ソ
ボ
に
適
用
さ
れ
る
特
別
国
際
法
に
違
反
し
な
い
と
い
う
結
論
を
導
い
た
（IC

J 

A
dvisory O

pinion on K
osovo, paras.106-107

）。

（
41
）　

こ
の
点
に
関
し
シ
ン
マ
裁
判
官
宣
言
は
、
コ
ソ
ボ
独
立
宣
言
が
﹁
人
民
の
意
思
﹂
と
明
示
し
て
い
る
点
は
﹁
自
決
の
行
使
と
さ
れ
る
こ
と
へ
の
か
な
り
明
確
な
言
及
﹂
で
あ

る
と
指
摘
し
て
い
た
（IC

J A
dvisory O

pinion on K
osovo, D

eclaration of Judge Sim
m

a, para.6

）。

（
42
）　IC

J A
dvisory O

pinion on K
osovo, O

pinion of Judge A
. A

. C
ançado T

rindade, paras. 228-229.

（
43
）　R

eport of the Special E
nvoy of the Secretary-G

eneral on K
osovo ’s future status, S/2007/168/A

dd.1, 26 M
arch 2007.

（
44
）　Statem

ent by Secretary C
ondoleezza R

ice, U
.S. R

ecognizes K
osovo as Independent State, U

.S. D
epartm

ent of State P
ress Statem

ent N
o. 2008/117, 

F
eb. 18, 2008; http://w

w
w

.state.gov/secretary/rm
/2008/02/100973.htm

.

た
だ
し
同
声
明
に
お
け
る
﹁
特
別
の
事
例
﹂
は
﹁
今
日
の
世
界
の
他
の
状
況
へ
の
先
例
﹂

と
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
（
拙
稿
前
掲
注
31
、
五
１
⑵
、
参
照
）。

（
45
）　IC

J A
dvisory O

pinion on K
osovo, G

erm
any, W

ritten Statem
ent, pp. 16-19; U

K
, W

ritten Statem
ent, paras. 2.25-2.40; T

he N
etherlands, W

ritten Statem
ent, 

para. 3.12; A
lbania, W

ritten Statem
ent, paras.18-29; A

ustria, W
ritten Statem

ent, paras. 5-9; E
stonia, W

ritten Statem
ent, paras. 6-9; P

oland, W
ritten 

S
tatem

en
t, p

aras. 4.5.1 an
d

 5.2.2.1; S
w

itzerlan
d

, W
ritten

 S
tatem

en
t, p

aras. 81-85; U
S

, W
ritten

 S
tatem

en
t, II-III, p

aras. 8-19; S
loven

ia, W
ritten 

Statem
ent, para. 5; L

uxem
bourg, W

ritten Statem
ent, para. 6 n. 1; F

inland,W
ritten Statem

ent, paras. 10-11.

（
46
）　IC

J A
dvisory O

pinion on K
osovo, U

K
, W

ritten C
om

m
ent, para. 14.

（
47
）　IC

J A
dvisory O

pinion on K
osovo, A

lbania, C
R

 2009/26, pp. 8-9 and 31; D
enm

ark, C
R

 2009/29, pp. 66 and 74-75; B
razil, C

R
 2009/28, p. 17; U

S, C
R

 

2009/30, pp. 31 and 33; C
roatia, C

R
 2009/29, p. 57; Jordan, C

R
 2009/31, pp. 30-32, 36-37, 39 and 41; T

he N
etherlands, C

R
 2009/32, pp. 8, 11, 13 and 

16; F
inland, C

R
 2009/30, pp. 52-53, 61 and 64; U

K
, C

R
 2009/32, pp. 42, 50 and 54.

（
48
）　IC

J A
dvisory O

pinion on K
osovo, Separate O

pinion of Judge Yusuf, paras7-17.

（
49
）　IC
J A

dvisory O
pinion on K

osovo, Separate O
pinion of Judge A

. A
. C

ançado T
rindade, paras.97-132.

（
50
）　R

eport of the Special E
nvoy of the Secretary-G

eneral on K
osovo ’s future status, S/2007/168/A

dd.1, 26 M
arch 2007.

（
51
）　IC

J A
dvisory O

pinion on K
osovo, K

osovo, W
ritten C

ontribution regarding the W
ritten Statem

ents, paras. 5.14-5.50.

（
52
）　

コ
ソ
ボ
が
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
暫
定
統
治
の
下
で
独
立
の
決
定
に
至
る
過
程
で
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
米
国
に
よ
る
コ
ソ
ボ
独
立
へ
の
支
持
表
明
に
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が

二
二
一
八
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同
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学　

六
四
巻
七
号�

一
九
三

で
き
る
。

（
53
）　Statem

ent by Secretary C
ondoleezza R

ice, U
.S. R

ecognizes K
osovo as Independent State, U

.S. D
ep ’t of State P

ress Statem
ent N

o. 2008/117, F
eb. 

18, 2008; http://w
w

w
.state.gov/secretary/rm

/2008/02/100973.htm
.

た
だ
し
同
声
明
に
お
け
る
﹁
特
別
の
事
例
﹂
は
﹁
今
日
の
世
界
の
他
の
状
況
へ
の
先
例
﹂
と
は
な

ら
な
い
と
い
う
意
味
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
（
拙
稿
﹁
コ
ソ
ボ
分
離
に
関
す
る
国
際
法
（
三
）―

Ｉ
Ｃ
Ｊ
勧
告
的
意
見
の
分
析―

﹂﹃
同
志
社
法
学
﹄
第
六
三
巻
二
号
、
五
⑵
）。

（
54
）　IC

J A
dvisory O

pinion on K
osovo, para.57-77.

（
55
）　IC

J A
dvisory O

pinion on K
osovo, paras.74-77.

（
56
）　

拙
稿
前
掲
注
１
三
六

－

四
四
ペ
ー
ジ
。

（
57
）　

そ
の
他
、
コ
ソ
ボ
独
立
宣
言
勧
告
的
意
見
手
続
過
程
に
お
い
て
示
さ
れ
た
見
解
と
し
て
は
、
米
国
、
英
国
は
コ
ソ
ボ
を
所
属
国
家
か
ら
の
分
離
独
立
が
認
め
ら
れ
る
特
別
の

事
例
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
、
か
つ
国
家
と
し
て
の
既
成
事
実
が
存
在
す
る
と
主
張
し
た
が
、
こ
の
見
解
は
法
的
と
い
う
よ
り
も
国
家
承
認
に
関
す
る
政
治
的
要
因
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
58
）　V

iacheslav A
. C

hirikba, “T
he International L

egal Status of the R
epublic of A

bkhazia in the L
ight of International L

aw
, ” P

aper read at the conference 

“Independence of A
bkhazia and P

rospects for the C
aucasus ” organized by the F

riends of A
bkhazia C

ivil Initiative, Istanbul, 2009, 2.

（
59
）　

住
民
投
票
で
は
﹁
一
九
一
八
年
五
月
二
六
日
の
グ
ル
ジ
ア
独
立
法
に
従
っ
た
グ
ル
ジ
ア
独
立
回
復
を
支
持
す
る
か
﹂
と
質
問
さ
れ
た
（D

ieter N
ohlen, F

lorian G
rotz 

and C
hristof H

artm
ann, E

lection
s in

 A
sia

 a
n

d
 th

e P
a

cifi
c: A

 d
a

ta
 h

a
n

d
book, V

olum
e I, O

xford, 2001, 394

）。

（
60
）　D

avid R
aič, S

ta
teh

ood
 a

n
d

 th
e L

a
w

 of S
elf-D

eterm
in

a
tion

, the H
ague, 2002, 380.

（
61
）　

憲
法
上
の
空
白
を
埋
め
る
た
め
の
暫
定
的
措
置
と
さ
れ
る
。

（
62
）　W

illiam
 R

. Slom
anson, “L

egitim
acy of the K

osovo, South O
ssetia, and A

bkhazia Secessions: V
iolations in Search of a R

ule, ” 6 （1

） M
iskolc Jou

rn
a

l 

of In
tern

a
tion

a
l L

a
w

, H
u

n
ga

ry, N
ov. 2009; R

eprinted 3 U
kra

in
ia

n
 Yea

rbook of In
tern

a
tion

a
l L

a
w

, K
iev, F

eb. 2010, 14.

（
63
）　John D

ugard and D
avid R

aič, “T
he R

ole of R
ecognition in the L

aw
 and P

ractice of Secession, ” in M
arcelo G

.K
ohen ed., S

ecession
 In

tern
a

tion
a

l 

L
a

w
 P

ersp
ectives, C

am
bridge, 2006, 115-116.

（
64
）　

ロ
シ
ア
は
二
〇
〇
七
年
一
一
月
、
一
時
的
に
グ
ル
ジ
ア
の
ロ
シ
ア
軍
基
地
を
閉
鎖
し
て
い
た
が
、
グ
ル
ジ
ア
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
の
意
思
表
示
を
し
た
た
め
、
ロ
シ
ア
軍
が
グ

ル
ジ
ア
に
再
配
備
さ
れ
た
（Slom

anson, su
p

ra
 note 62, 5

）。

（
65
）　

グ
ル
ジ
ア
の
元
モ
ス
ク
ワ
大
使
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
グ
ル
ジ
ア
は
事
前
に
米
国
政
府
か
ら
同
意
を
受
け
た
後
、
南
オ
セ
チ
ア
の
ロ
シ
ア
平
和
維
持
軍
を
攻
撃
し
た
と
さ
れ
る

二
二
一
九
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）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

一
九
四

国
家
承
認
基
準
の
展
開

（Slom
anson, su

p
ra

 note 62, 6

）。

（
66
）　IIF

F
M

C
G

, V
ol.III, 199-226.

（
67
）　S/P

V.5969, 28 A
ug. 2008.

間
も
な
く
ロ
シ
ア
は
、
行
政
的
境
界
線
の
ア
ブ
ハ
ジ
ア
側
に
、
国
連
軍
事
監
視
団
に
代
わ
り
ロ
シ
ア
国
境
警
備
隊
を
駐
留
さ
せ
た
（H

um
an 

R
ights W

atch, “G
eorgia/A

bkhazia: B
ack H

om
e, but in L

im
bo, ” July 15, 2011

）。

（
68
）　

グ
ル
ジ
ア
外
務
省
は
以
下
の
声
明
を
発
表
し
た
。

　
　
　
　

 　

南
オ
セ
チ
ア
お
よ
び
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
自
決
権
は
承
認
し
保
障
す
る
が
、
同
時
に
グ
ル
ジ
ア
の
主
権
国
家
の
領
土
保
全
お
よ
び
国
境
不
可
侵
を
守
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た

ロ
シ
ア
に
よ
る
グ
ル
ジ
ア
領
土
の
占
領
お
よ
び
南
オ
セ
チ
ア
と
ア
ブ
ハ
ジ
ア
へ
の
国
家
承
認
の
行
為
は
国
際
規
範
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
非
難
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　

ま
た
ア
ブ
ハ
ジ
ア
お
よ
び
南
オ
セ
チ
ア
人
民
の
自
決
権
に
関
し
て
、﹁
法
的
に
、
人
民
の
自
決
権
は
同
プ
ロ
セ
ス
が
民
主
的
枠
組
内
で
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
意
味
す
る
。
意
思
は
一
た
び
自
由
に
表
明
さ
れ
た
と
き
は
、
他
国
の
武
力
の
脅
威
ま
た
は
干
渉
な
し
に
な
さ
れ
た
同
様
の
決
定
に
よ
る
場
合
に
の
み
優
先
さ
れ
る
﹂
と
の
見

解
を
示
し
た
（M

inistry of F
oreign A

ffairs of G
eorgia, “Statem

ent of the M
inistry of F

oreign A
ffairs of G

eorgia, ” 27A
ug. 2008, O

SC
E

; http://w
w

w
.osce.

org/docum
ents/pc/2008/08/32748_en.pdf

）。

（
69
）　C

edric R
yngaert and Sven Sobrie, “R

ecognition of States: International L
aw

 or R
ealpolitik? T

he P
ractice of R

ecognition in the W
ake of K

osovo, 

South O
ssetia, and A

bkhazia, ” 24 L
eid

en
 Jou

rn
a

l of In
tern

a
tion

a
l L

a
w

, 2011, 481.

な
お
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
で
は
経
済
活
動
に
つ
い
て
も
ロ
シ
ア
の
影
響
力
が
強

く
、
使
用
通
貨
は
ル
ー
ブ
ル
で
あ
る
（ibid

.

）。

（
70
）　SC

 R
es 876,19 O

ctober 1993.

（
71
）　SC

 R
es 1808, 15 A

pril 2008. 

同
安
保
理
決
議
は
グ
ル
ジ
ア
の
国
際
的
に
承
認
さ
れ
た
領
域
内
部
で
の
主
権
、
独
立
お
よ
び
領
土
保
全
の
す
べ
て
の
理
事
国
の
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
を
再
確
認
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
一
）
し
て
い
る
。

（
72
）　SC

 R
es 896 （1994

）, SC
 R

es 906 （1994

）, SC
 R

es 937 （1994

）, SC
 R

es 971 （1995

）, SC
 R

es 993 （1995

）, SC
 R

es 1036 （1996

）, SC
 R

es 1065 （1996

）, SC
 

R
es 1124 （1997

）, SC
 R

es 1150 （1998

）, SC
 R

es 1150 （1998

）, SC
 R

es 1187 （1998

）, SC
 R

es 1225 （1999

）, SC
 R

es 1255 （1999

）, SC
 R

es 1287 （2000

）, SC
 

R
es 1462 （2003

）, SC
 R

es 1494 （2003

）, SC
 R

es 1524 （2004

）, SC
 R

es 1554 （2004
）, SC

 R
es 1582 （2005

）, SC
 R

es 1615 （2005

）, SC
 R

es 1666 （2006

）, SC
 

R
es 1752 （2007

）, SC
 R

es 1781 （2007

）.

（
73
）　T

he P
rinciples for D

ivision of C
om

petences B
etw

een T
bilisi and Sukhum

i （B
oden docum

ent

）, 2001, O
ffice of the State M

inister for R
eintegration, 

G
eorgia. 

本
稿
注
１６０
参
照
。

二
二
二
〇
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承
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展
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同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

一
九
五

（
74
）　B

runo C
oppieters, “T

he G
eorgian-A

bkhaz C
onflict, E

uropeanization and C
onflict R

esolution: C
ase Studies from

 the E
uropean P

eriphery, ” 1 Jou
rn

a
l 

on
 E

th
n

op
olitics a

n
d

 M
in

ority Issu
es in

 E
u

rop
e, 2004, 9.

（
75
）　

本
稿
Ⅳ
二
４
⑶
に
後
述
。

（
76
）　O

rganization for Security and C
ooperation in E

urope （O
SC

E

）: D
ecision of the O

SC
E

 B
udapest Sum

m
it, 6 D

ecem
ber 1994; D

ecision of the O
slo 

O
SC

E
 M

inisterial C
ouncil on G

eorgia, 1 D
ecem

ber 1998; R
esolution on the conflict in A

bkhazia, G
eorgia, O

SC
E

 P
arliam

entary A
ssem

bly, W
arsaw

, 8 

July 1997; R
esolution of the O

SC
E

 P
arliam

entary A
ssem

bly, 17th A
nnual Session on the security environm

ent in G
eorgia, A

stana, 29 June to 3 July 

2008; R
esolution of the P

arliam
entary A

ssem
bly,14th annual session on the situation in A

bkhazia, G
eorgia, W

ashington, D
.C

., 1 to 5 July 2005.

（
77
）　A

lexander Stubb, “O
SC

E
 C

hairm
an C

ondem
ns R

ussia ’s R
ecognition of South O

ssetia, A
bkhazia Independence, ” 26 A

ugust 2008, O
SC

E
;   http://

w
w

w
.osce.org/item

/32667.htm
l.

（
78
）　C

anadian D
elegation to the O

SC
E

, “Statem
ent on G

eorgia, ” 11 Sept. 2008, O
SC

E
;  http://w

w
w

.osce.org/docum
ents/pc/2008/09/33027_en.pdf.

（
79
）　

同
法
は
ま
た
二
〇
〇
九
年
度
グ
ル
ジ
ア
の
人
道
的
お
よ
び
復
興
支
援
と
し
て
三
億
六
五
〇
〇
万
ド
ル
の
支
援
も
含
む
（Jim

 N
ichol, “R

ussia-G
eorgia C

onflict in South 

O
ssetia: C

ontext and Im
plications for U

.S. Interests Specialist in R
ussian and E

urasian A
ffairs, ” C

R
S R

eport for C
ongress, F

oreign A
ffairs, D

efense 

and T
rade D

ivision, O
ctober 24, 2008, C

ongressional R
esearch Service, O

rder C
ode R

L
 34618

）。

（
80
）　

グ
ル
ジ
ア
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
、
米
国
、
英
国
の
外
務
大
臣
声
明
に
つ
い
て
、
平
成
二
〇
年
八
月
二
八
日
外
務
省
。

（
81
）　N

ichol, su
p

ra
 note 79.

（
82
）　E

U
, E

xtraordinary E
uropean C

ouncil, B
russels 1 Septem

ber 2008, P
residency C

onclusions, 12594/2/08 R
E

V
 2.

（
83
）　C

ouncil of E
urope: C

ouncil of E
urope P

arliam
entary A

ssem
bly R

eport 5th sitting, 28 January 2009 A
dd. 2, “T

he hum
anitarian consequences of 

th
e w

ar b
etw

een
 G

eorgia an
d

 R
u

ssia ” 

（R
ecom

m
en

d
ation

 1857 
（2009

） P
arliam

en
tary A

ssem
b

ly, P
rovision

al ed
ition

）; “T
h

e H
u

m
an

itarian 

C
on

sequ
en

ces of th
e W

ar betw
een

 G
eorgia an

d
 R

u
ssia ” 

（P
arliam

en
tary A

ssem
bly D

oc. 11789 of 12 Jan
u

ary 2009

）; “T
h

e im
p

lem
en

tation
 of 

R
esolution 1633 （2008

） on the consequences of the w
ar betw

een G
eorgia and R

ussia ” （P
arliam

entary A
ssem

bly D
oc. 11800 of 26 January 2009

）.

（
84
）　“T

he consequences of the w
ar betw

een G
eorgia and R

ussia ” （P
arliam

entary A
ssem

bly R
esolution 1633 of 30 Septem

ber and 2 O
ctober 2008

）; 

“T
he im

plem
entation of R

esolution 1633 

（2008

） on the consequences of the w
ar betw

een G
eorgia and R

ussia, ” P
arliam

entary A
ssem

bly of the 

C
ouncil of E

urope R
esolution 1647, 28 January 2009;  A

ngelika N
uß

berger, “T
he W

ar betw
een R

ussia and G
eorgia - C

onsequences and U
nresolved 

二
二
二
一
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）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

一
九
六

国
家
承
認
基
準
の
展
開

Q
uestions, ” 1

（2

） G
öttin

gen
 Jou

rn
a

l of In
tern

a
tion

a
l L

a
w

, 2009, 343.
（
85
）　C

ouncil D
ecision 2008/901/C

F
SP, 2 D

ecem
ber 2008.

（
86
）　IIF

F
M

C
G

 R
eport, V

ols. I-III.

（
87
）　IIF

F
M

C
G

 R
eport, V

ol.II, 135-147.

そ
し
て
Ｅ
Ｕ
と
し
て
は
グ
ル
ジ
ア
紛
争
の
平
和
的
継
続
的
な
解
決
を
保
障
す
る
努
力
を
支
援
し
、
紛
争
当
事
者
間
で
の
信
頼
を
醸
成

す
る
た
め
の
措
置
を
支
持
す
べ
き
と
助
言
し
た
（ibid

.

）。

（
88
）　IIF

F
M

C
G

 R
eport, V

ol.II, 131-133.

（
89
）　

軍
事
同
盟
に
相
当
す
る
。

（
90
）　M

arc W
eller, “M

odesty C
an B

e a V
irtue: Judicial E

conom
y in the IC

J K
osovo O

pinion? ” 24
L

eid
en

 Jou
rn

a
l of In

tern
a

tion
a

l L
a

w
, 2011, 87-88 .

（
91
）　IIF

F
M

C
G

 R
eport, V

ol.II, 141.

（
92
）　G

uiding P
rinciples on Internal D

isplacem
ent, E

/C
N

.4/1998/53/A
dd.2, 11 F

ebruary 1998.

（
93
）　

ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
コ
ド
リ
渓
谷
に
お
い
て
、
約
三
〇
〇
〇
人
の
グ
ル
ジ
ア
民
族
が
居
住
し
て
い
た
が
、
市
民
登
録
庁
（C

ivil R
egistry A

gency

）
に
よ
れ
ば
一
八
二
一
人
が
、

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
に
よ
れ
ば
二
五
〇
〇
人
が
コ
ド
リ
渓
谷
か
ら
強
制
移
動
し
た
と
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年
九
月
八
日
現
在
、
一
二
一
八
人
が
国
内
避
難
民
（
Ｉ
Ｄ
Ｐ
）
と
し
て
登
録

さ
れ
た
。
グ
ル
ジ
ア
統
計
局
に
よ
れ
ば
、
上
部
コ
ド
リ
渓
谷
の
ア
ジ
ャ
ラ
市
（A

jara m
unicipality

）
で
は
、
二
〇
〇
八
年
一
月
の
人
口
は
一
九
〇
〇
人
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

う
ち
一
二
一
八
人
が
二
〇
〇
八
年
九
月
八
日
、
国
内
避
難
民
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。（IIF

F
M

C
G

 R
eport, V

ol.II, 383-384

）

（
94
）　N

icu P
opescu, “‘O

utsourcing ’ d
e fa

cto Statehood: R
ussia and the Secessionist E

ntities in G
eorgia and M

oldova, ” C
entre for E

uropean P
olicy Studies 

（C
E

P
S

）, P
olicy B

rief 109, July 2006, 3-4.

（
95
）　

死
亡
者
は
ア
ブ
ハ
ジ
ア
人
口
の
四
％
に
あ
た
り
、
そ
の
大
多
数
は
グ
ル
ジ
ア
民
族
と
さ
れ
る
（C

hirikba, su
p

ra
 note 58, 8

）。

（
96
）　

こ
の
難
民
の
殆
ど
は
帰
還
で
き
て
い
な
い
（P

opescu, su
p

ra note 94, 3-4
）。

（
97
）　A

bkhazia O
verview

, W
orld directory of M

inorities and Indigenous P
eoples, M

inority R
ights G

roup International, M
ay 2008.

（
98
）　

二
〇
〇
九
年
二
月
国
内
避
難
民
の
人
権
に
関
す
る
国
連
事
務
総
長
報
告
書
（IIF

F
M

C
G

 R
eport, V

ol.II, 383

）。

（
99
）　Ibid

.

（
１００
）　

例
え
ば
、安
保
理
決
議
八
七
六
は
﹁
難
民
お
よ
び
国
内
強
制
移
動
し
た
人
々
が
帰
宅
す
る
権
利
を
確
認
し
当
事
者
に
そ
れ
を
促
進
す
る
よ
う
要
請
す
る
﹂（
第
五
パ
ラ
グ
ラ
フ
）

と
規
定
す
る
（S/R

E
S/876,19 O

ctober 1993, para.5

）。

二
二
二
二
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六
四
巻
七
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（
１０１
）　SC

 R
es 1096, 30 January 1997, para.3; R

esolution on the Situation in A
bkhazia, 1996, E

uropean P
arliam

ent, P
ream

ble para.G
 and operative paras. 3 

and 4.
（
１０２
）　O

liver W
olleh, “A

 D
ifficult E

ncounter -T
he Inform

al G
eorgian-A

bkhazian D
ialogue P

rocess, ” B
erghof R

eport N
o. 12, B

erghof R
esearch C

enter for 

C
onstructive C

onflict M
anagem

ent, Septem
ber 2006, 18.

（
１０３
）　O

SC
E

, H
um

an R
ights in the W

ar-A
ffected A

reas F
ollow

ing the C
onflict in G

eorgia, 27 N
ovem

ber 2008, p. 6.

帰
還
す
る
権
利
行
使
の
障
害
と
し
て
、
紛
争

地
に
お
け
る
ル
ー
ル
オ
ブ
ロ
ー
の
欠
如
、
財
産
権
侵
害
、
生
活
基
盤
の
制
約
、
グ
ル
ジ
ア
国
籍
放
棄
並
び
に
南
オ
セ
チ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
領
を
条
件
と
し
て
い
る
こ
と
、
治

安
お
よ
び
財
産
の
破
壊
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（IIF

F
M

C
G

R
eport, V

ol.II, 402

）。

（
１０４
）　C

oppieters, su
p

ra
 note 74, 6.

（
１０５
）　

大
集
団
の
恣
意
的
強
制
移
動
の
実
施
お
よ
び
人
権
お
よ
び
基
本
的
自
由
の
享
受
に
与
え
る
負
の
影
響
を
遺
憾
と
し
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
か
ら
の
数
一
〇
万
人
の
強
制
退
去
に
よ
る

人
道
的
状
況
を
深
く
懸
念
し
て
い
る
（pream

ble, para.5, G
A

 R
es. 62/249, D

ecem
ber 2008

）。

（
１０６
）　P

arliam
entary A

ssem
bly of the C

ouncil of E
urope, R

esolution 1633, 2 O
ctober 2008, para. 13.

（
１０７
）　IIF

F
M

C
G

 R
eport, V

ol.II, 401.

な
お
、
同
報
告
書
は
南
オ
セ
チ
ア
に
関
し
て
、
二
〇
〇
八
年
停
戦
合
意
署
名
以
降
も
、
グ
ル
ジ
ア
民
族
の
国
内
強
制
移
動
が
あ
っ
た
と
す

る
結
論
を
導
く
証
拠
が
あ
る
と
し
て
お
り
（IIF

F
M

C
G

 R
eport, V

ol.II, 389

）、
欧
州
評
議
会
議
員
会
議
は
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
二
日
、
決
議
一
六
三
三
を
採
択
し
、
南
オ
セ

チ
ア
に
お
け
る
民
族
浄
化
を
非
難
し
て
い
る
（P

arliam
entary A

ssem
bly R

esolution 1633 of 30 Septem
ber and 2 O

ctober 2008, “T
he consequences of the 

w
ar betw

een G
eorgia and R

ussia ”

）。

（
１０８
）　Ibid

.

同
報
告
書
は
南
オ
セ
チ
ア
お
よ
び
緩
衝
地
帯
に
お
い
て
は
グ
ル
ジ
ア
民
族
に
対
す
る
民
族
浄
化
が
行
わ
れ
た
と
す
る
。
同
地
域
に
お
い
て
軍
お
よ
び
個
人
に
よ
っ
て
、

南
オ
セ
チ
ア
に
よ
る
グ
ル
ジ
ア
民
族
の
村
の
大
規
模
略
奪
、
放
火
、
暴
力
行
為
、
人
質
行
為
、
恣
意
的
逮
捕
等
の
行
為
が
停
戦
合
意
以
後
に
も
実
行
さ
れ
た
。
ま
た
ロ
シ
ア
に

よ
る
事
前
警
告
な
し
の
無
差
別
攻
撃
が
行
わ
れ
た
。
以
上
の
よ
う
に
南
オ
セ
チ
ア
お
よ
び
ロ
シ
ア
に
よ
る
人
道
法
お
よ
び
人
権
法
の
重
大
な
違
反
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
南
オ

セ
チ
ア
で
は
グ
ル
ジ
ア
民
族
に
対
す
る
民
族
浄
化
を
構
成
す
る
要
素
が
存
在
す
る
。
た
だ
し
グ
ル
ジ
ア
に
よ
る
オ
セ
ッ
ト
人
に
対
す
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
お
よ
び
民
族
浄
化
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
（ibid

. 394

）。

（
１０９
）　C

oncluding O
bservations of the C

om
m

ittee on the E
lim

ination of R
acial D

iscrim
ination, G

eorgia, 15 A
ugust2005, C

E
R

D
/C

/G
E

O
/C

O
/3, 27/03/2007, 

para. 5.

（
１１０
）　

ロ
シ
ア
に
よ
る
旅
券
交
付
政
策
は
、
同
様
に
南
オ
セ
チ
ア
に
お
い
て
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

二
二
二
三
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認
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の
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開

（
１１１
）　

世
界
人
権
宣
言
は
以
下
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
第
一
五
条
一
項　

す
べ
て
人
は
、
国
籍
を
も
つ
権
利
を
有
す
る
。

　
　
　

二
項　

何
人
も
、
ほ
し
い
ま
ま
に
そ
の
国
籍
を
奪
わ
れ
、
又
は
そ
の
国
籍
を
変
更
す
る
権
利
を
否
認
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

（
１１２
）　

欧
州
国
籍
条
約
は
以
下
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
第
四
条　
ａ
す
べ
て
の
も
の
が
国
籍
を
持
つ
権
利
を
有
す
る
。

　
　
　

ｂ
無
国
籍
は
回
避
す
る
。

　
　
　
ｃ
何
人
も
正
当
な
根
拠
な
く
そ
の
国
籍
を
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

（
１１３
）　IIF

F
M

C
G

 R
eport, V

ol.II, 160.

（
１１４
）　H

um
an R

ights W
atch, “U

p in F
lam

es - H
um

anitarian L
aw

 V
iolations and C

ivilian V
ictim

s in the C
onflict over South O

ssetia,” 23 January 2009, p. 18.

（
１１５
）　IIF

F
M

C
G

 R
eport, V

ol.II, 160-163,169.

（
１１６
）　

一
九
九
三
年
グ
ル
ジ
ア
市
民
権
法
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
グ
ル
ジ
ア
国
籍
を
取
得
す
る
と
規
定
す
る
。

　
　

⑴　

五
年
以
上
グ
ル
ジ
ア
に
恒
久
的
に
居
住
し
て
い
た

　
　

⑵　

同
法
発
効
時
点
で
グ
ル
ジ
ア
に
居
住
し
て
い
た

　
　

⑶　

三
か
月
以
内
に
書
面
で
グ
ル
ジ
ア
市
民
権
を
拒
否
し
て
い
な
い

　
　

⑷　

四
か
月
以
内
に
市
民
権
の
確
認
書
を
受
領
し
て
い
な
い

　
　
　

な
お
、
一
九
九
三
年
六
月
二
四
日
、
グ
ル
ジ
ア
市
民
権
法
が
改
正
さ
れ
、
⑷
の
市
民
権
の
確
認
書
を
受
領
し
て
い
な
い
期
間
に
関
す
る
規
定
は
廃
止
さ
れ
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
住

民
に
関
し
て
は
特
別
の
書
面
手
続
き
な
し
に
グ
ル
ジ
ア
市
民
と
な
り
、
グ
ル
ジ
ア
市
民
権
を
文
書
で
拒
否
し
な
い
限
り
、
グ
ル
ジ
ア
市
民
と
な
る
と
さ
れ
た
（O

rganic L
aw

 

of G
eorgia “O

n
 C

itizen
sh

ip
 of G

eorgia ” 

（as last am
en

d
ed

 in
 2006, p

u
blication

 d
ate 30 Jan

u
ary2006

）; h
ttp

://w
w

w
.u

n
h

cr.org/refw
orld

/d
ocid

/

44ab816f4.htm

）。

（
１１７
）　

国
連
総
会
決
議
三
九
／
七
八
（
一
九
八
四
年
）﹁
諸
国
間
の
友
好
関
係
の
発
展
強
化
に
関
す
る
決
議
﹂
も
同
様
の
規
定
を
確
認
し
て
い
る
。

（
１１８
）　IIF

F
M

C
G

 R
eport, V

ol.II, 171-174.

（
１１９
）　IIF
F

M
C

G
 R

eport, V
ol.II, 180.

（
１２０
）　R

eport of the Secretary-G
eneral on the situation in A

bkhazia, G
eorgia, S/2007/588, 3 O

ctober 2007, para. 15; S/2008/38, 23 January 2008, para. 24.

（
１２１
）　O

SC
E

 report of F
ebruary 2009.

（
１２２
）　R

olf E
kéus, the O

SC
E

 H
igh C

om
m

issioner on N
ational M

inorities, to the 616th P
lenary M

eeting of the O
SC

E
 P

erm
anent C

ouncil, V
ienna, A

ustria 

二
二
二
四
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）

国
家
承
認
基
準
の
展
開

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

一
九
九

29 June 2006, p. 3;  http://w
w

w
.osce.org/docum

ents/hcnm
/2006/06/19959_en.pdf.

（
１２３
）　C

ase concerning A
pplication of the International C

onvention on the E
lim

ination of A
ll F

orm
s of R

acial D
iscrim

ination （G
eorgia v. R

ussian F
ederation

）, 

R
equest for the indication of provisional m

easures, International C
ourt of Justice, 15 O

ctober 2008.

（
１２４
）　

強
制
移
動
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
第
二
追
加
議
定
書
一
七
条
一
項
﹁
文
民
た
る
住
民
の
移
動
は
、
そ
の
文
民
の
安
全
又
は
絶
対
的
な
軍
事
上
の
理
由
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
場
合

を
除
く
ほ
か
、
紛
争
に
関
連
す
る
理
由
で
命
令
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
移
動
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
文
民
た
る
住
民
が
住
居
、
衛
生
、
保
健
、

安
全
及
び
栄
養
に
つ
い
て
満
足
す
べ
き
条
件
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
す
べ
て
の
可
能
な
措
置
が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
に
も
違
反
す
る
。

（
１２５
）　

国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
八
条
二
項
ｂ 

ⅷ 

は
﹁
占
領
国
が
、
自
国
の
文
民
た
る
住
民
の
一
部
を
占
領
地
域
に
直
接
若
し
く
は
間
接
的
に
移
送
す
る
こ
と
又
は
占
領
地
域
の
住

民
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
占
領
地
域
の
中
に
お
い
て
若
し
く
は
外
へ
追
放
又
は
移
送
す
る
こ
と
﹂
と
規
定
し
て
お
り
、
同
規
定
か
ら
も
武
力
紛
争
中
の
住
民
の
強
制
移
動
は

戦
争
犯
罪
と
み
な
さ
れ
る
。

（
１２６
）　IC

R
C

 C
om

m
entary to A

rticle 17 of A
dditional P

rotocol II, p. 1472.

（
１２７
）　SC

 R
es 876,19 O

ctober 1993.

（
１２８
）　

ロ
シ
ア
は
グ
ル
ジ
ア
攻
撃
開
始
か
ら
三
日
後
の
二
〇
〇
八
年
八
月
一
一
日
、﹁
国
連
憲
章
五
一
条
が
規
定
す
る
自
衛
権
行
使
以
外
に
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
選
択
肢
は
な
い
﹂
と

安
保
理
に
通
報
し
た
。

（
１２９
）　R

ussia, S/P
V.5953, p. 9.

（
１３０
）　

南
オ
セ
チ
ア
へ
の
武
力
支
援
に
関
し
て
ロ
シ
ア
は
、
南
オ
セ
チ
ア
か
ら
ロ
シ
ア
へ
の
武
力
支
援
要
請
が
あ
っ
た
と
し
て
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
し

か
し
南
オ
セ
チ
ア
に
よ
る
ロ
シ
ア
の
武
力
支
援
要
請
は
な
く
、
集
団
的
自
衛
権
に
基
づ
く
武
力
行
使
の
正
当
性
は
な
い
と
さ
れ
る
（IIF

F
M

C
G

 R
eport, V

ol.II, 275-279

）。

（
１３１
）　IIF

F
M

C
G

 R
eport, V

ol.II, 293.

（
１３２
）　U

S, S/P
V.5953, p.6; P

anam
a, S/P

V.5953, p. 15; F
rance, S/P

V.5961, p. 6; U
S, S/P

V.5961, p. 9.

（
１３３
）　IIF

F
M

C
G

 R
eport, V

ol.II, 275.

（
１３４
）　U

K
, S/P

V.5953, p. 11.

（
１３５
）　IIF

F
M

C
G

 R
eport, V

ol.II, 286.

（
１３６
）　IIF

F
M

C
G

 R
eport, V

ol.II, 275-286.

（
１３７
）　IIF

F
M

C
G

 R
eport, V

ol.II, 264.

二
二
二
五



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

二
〇
〇

国
家
承
認
基
準
の
展
開

（
１３８
）　E

U
 M

onitoring M
ission R

eport, C
ouncil of the E

uropean U
nion, C

ouncil C
onclusions on E

U
M

M
 G

eorgia, July 27, 2009; http://w
w

w
.consilium

.europa.

eu/uedocs/cm
s_D

ata/docs/pressdata/en/gena/109392.pdf.
（
１３９
）　M

inistry of F
oreign A

ffairs of R
ussia, doc.1246, 26 A

ugust 2008; http://w
w

w
un.int/russia/new

/M
ainR

oot/docs/off-new
s/260808/new

en1.htm
.

（
１４０
）　

二
〇
〇
八
年
八
月
二
六
日
、
ロ
シ
ア
が
ア
ブ
ハ
ジ
ア
に
国
家
承
認
を
付
与
し
た
際
、
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
は
ヘ
ル
シ
ン
キ
最
終
議
定
書
、
自
決
権
お
よ
び
友
好
関
係
原

則
宣
言
に
言
及
し
、
独
立
は
﹁
南
オ
セ
チ
ア
お
よ
び
ア
ブ
ハ
ジ
ア
人
民
の
自
由
に
表
明
さ
れ
た
意
思
﹂
に
基
づ
く
と
す
る
声
明
を
出
し
た
（“Statem

ent by P
resident of 

R
ussia D

m
itry M

edvedev, ” 26 A
ug. 2008, P

resident of R
ussia;  http://w

w
w

.krem
lin.ru/eng/speeches/2008/08/26/1543_type82912 _205752.shtm

l;

）。

ロ
シ
ア
連
邦
外
務
省
の
声
明
も
同
様
の
内
容
で
あ
る
（E

m
bassy of R

ussian F
ederation, http://w

w
w

.russia-em
b.jp/new

s/new
s_080827.htm

l

）。

（
１４１
）　

こ
れ
に
関
連
し
ロ
シ
ア
外
相
（Sergei L

avrov

）
は
こ
れ
ら
の
国
家
承
認
が
ロ
シ
ア
の
他
の
地
域
の
分
離
運
動
の
先
例
と
は
な
ら
な
い
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
　
　
﹁
グ
ル
ジ
ア
の
ア
ブ
ハ
ジ
ア
お
よ
び
南
オ
セ
チ
ア
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
独
立
国
と
し
て
の
承
認
は
ポ
ス
ト
・
ソ
ビ
エ
ト
の
反
徒
地
域
の
先
例
に
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
は
何
ら

類
似
点
は
あ
り
え
な
い
﹂（“A

bkhazia, South O
ssetia no precedents for other rebel regions -L

avrov, ” R
IA

 N
ovosti, 18 Septem

ber 2008, p.4; http//w
w

w
.

en.rian.ru.

）

（
１４２
）　

ア
ブ
ハ
ジ
ア
に
お
け
る
ア
ブ
ハ
ズ
民
族
の
割
合
は
一
八
％
、
グ
ル
ジ
ア
民
族
は
四
六
％
を
占
め
て
い
た
（E

dw
ard S. M

ihalkanin, “T
he A

bkhazians: A
 national 

m
in

ority in
 th

eir ow
n

 h
om

elan
d

” in
 T

ozu
n

 B
ah

ch
eli, B

arry B
artm

an
n

 an
d

 H
en

ry S
rebrn

ik, ed
s., D

e F
a

cto S
ta

tes: T
h

e Q
u

est for S
overeign

ty, 

O
xford, 2004, 145.

）。

（
１４３
）　Ibid

.

（
１４４
）　

ア
ブ
ハ
ジ
ア
地
域
で
は
、
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
の
支
配
下
に
入
る
以
前
は
、
ギ
リ
シ
ャ
民
族
が
居
住
し
て
い
た
（Slom

anson, su
p

ra
 note 62,11

）。

（
１４５
）　C

aucasus F
oundation, A

bkhazia, C
aucasus Today, A

bkhazia; http://w
w

w
.kafkas.org.tr.

（
１４６
）　U

N
H

C
R

, T
he D

ynam
ics and C

hallenges of E
thnic C

leansing: T
he G

eorgia-A
bkhazia C

ase, 1 A
ugust, 1997.

（
１４７
）　M

ihalkanin, su
p

ra
 note 142, 145.

（
１４８
）　U

nited N
ations D

evelopm
ent P

rogram
, “U

nited N
ations N

eeds A
ssessm

ent M
ission to A

bkhazia, G
eorgia, ” M

arch 1998, p. 9.

（
１４９
）　

二
〇
〇
三
年
ア
ブ
ハ
ジ
ア
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
人
口
約
二
一
万
六
〇
〇
〇
人
で
あ
る
。

（
１５０
）　P

opulation census in A
bkhazia, 2003. R

epublic of A
bkhazia, W

ho A
re W

e.

（
１５１
）　E

ncyclopaedia B
ritannica O

nline; http://w
w

w
.britannica.com

/bps/search?query=
abkhazia.

二
二
二
六
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）

国
家
承
認
基
準
の
展
開

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

二
〇
一

（
１５２
）　IIF

F
M

C
G

 R
eport, V

ol.II, 146.
（
１５３
）　R

aič, su
p

ra
 note 60, 379-385; G

eorgi M
. D

erluguian, T
h

e Ta
le of Tw

o R
esorts: A

bkh
a

zia
 a

n
d

 A
ja

ria
 B

efore a
n

d
 S

in
ce th

e S
oviet C

olla
p

se, 

1995, 114.

（
１５４
）　R

eport of the Secretary-G
eneral ’s F

act-F
inding M

ission to Investigate H
um

an R
ights V

iolations in A
bkhazia, R

epublic of G
eorgia, S/26795, 17 N

ovem
ber 

1993. A
nnex.

既
に
一
九
九
三
年
一
〇
月
、
安
保
理
で
は
ア
ブ
ハ
ジ
ア
が
行
う
民
族
浄
化
が
問
題
と
さ
れ
て
お
り
、
決
議
八
七
六
は
、﹁
民
族
浄
化
﹂
お
よ
び
そ
の
他
の
重
大

な
人
道
法
違
反
の
報
告
を
深
く
懸
念
し
（
前
文
第
五
パ
ラ
グ
ラ
フ
）、﹁
一
九
九
三
年
七
月
二
七
日
の
停
戦
合
意
に
関
す
る
ア
ブ
ハ
ジ
ア
側
に
よ
る
重
大
な
違
反
お
よ
び
国
際
人

道
法
違
反
の
行
為
を
強
く
非
難
﹂（
第
二
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
し
た
。

（
１５５
）　

こ
の
点
で
、
セ
ル
ビ
ア
政
府
の
コ
ソ
ボ
住
民
に
対
す
る
大
規
模
か
つ
重
大
な
人
権
侵
害
が
実
証
さ
れ
た
場
合
と
は
異
な
る
。

（
１５６
）　

グ
ル
ジ
ア
最
高
会
議
議
長
シ
ュ
ワ
ル
ナ
ゼ
に
よ
る
。
こ
の
時
期
、
シ
ュ
ワ
ル
ナ
ゼ
元
ソ
連
外
務
大
臣
が
グ
ル
ジ
ア
に
帰
郷
し
、
一
九
九
二
年
一
〇
月
、
グ
ル
ジ
ア
最
高
会
議

議
長
に
就
任
し
、
一
九
九
五
年
一
一
月
、
大
統
領
に
選
出
さ
れ
た
。

（
１５７
）　Slom

anson, su
p

ra
 note 62, 14.

（
１５８
）　

権
力
分
有
に
関
し
て
審
議
し
、
以
下
の
分
野
に
お
い
て
共
同
作
業
の
た
め
の
権
力
に
関
す
る
相
互
理
解
に
達
し
た
。
⒜
外
交
お
よ
び
対
外
経
済
連
携
、
⒝
国
境
警
備
取
極
、

⒞
関
税
、
⒟
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
運
輸
お
よ
び
通
信
、
⒠
エ
コ
ロ
ジ
ー
お
よ
び
自
然
災
害
の
解
消
、
⒡
市
民
的
権
利
と
自
由
お
よ
び
民
族
的
少
数
者
権
利
の
保
障
（D

eclaration 

on
 M

easu
res for a P

olitical S
ettlem

en
t of th

e G
eorgian

/A
b

kh
az C

on
flict, 4 A

p
ril 1994,p

ara. 7;h
ttp

://w
w

w
.in

tstu
d

ies.cam
.ac.u

k/cen
tre/cp

s/

docum
ents_gum

_decla. htm
l

）。

（
１５９
）　
﹁
平
等
な
二
主
体
に
よ
る
国
家
連
合
﹂
制
度
は
一
九
二
五
年
ア
ブ
ハ
ジ
ア
憲
法
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
同
憲
法
に
つ
い
て
は
一
九
九
二
年
七
月
二
三
日
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア

最
高
ソ
ビ
エ
ト
が
﹁
ア
ブ
ハ
ジ
ア
共
和
国
﹂
と
し
て
主
権
宣
言
し
た
際
、
憲
法
上
の
空
白
を
埋
め
る
た
め
の
暫
定
的
措
置
と
し
て
、
そ
の
回
復
を
宣
言
し
た
。
一
九
二
五
年
ア

ブ
ハ
ジ
ア
憲
法
は
グ
ル
ジ
ア
と
ア
ブ
ハ
ジ
ア
と
の
関
係
に
つ
い
て
、﹁
平
等
な
二
つ
の
共
和
国
﹂
間
の
連
邦
関
係
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
た
。

（
１６０
）　T

he P
rinciples for D

ivision of C
om

petences B
etw

een T
bilisi and Sukhum

i （B
oden docum

ent

）, 2001.

同
原
則
は
、
ボ
ー
デ
ン
事
務
総
長
特
別
代
表
が
新
た

な
枠
組
み
で
政
治
交
渉
再
開
に
着
手
し
、
国
連
調
停
活
動
支
援
グ
ル
ー
プ
内
に
お
け
る
最
大
公
約
数
と
な
る
合
意
事
項
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
ロ
シ
ア
と
西
側
諸
国
と
の
妥
協

の
結
果
で
あ
る
平
和
的
解
決
の
た
め
の
基
本
原
則
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
以
下
の
原
則
を
含
む
。

　
　

１　

 

グ
ル
ジ
ア
は
法
的
規
範
に
基
づ
く
主
権
国
家
で
あ
る
。
グ
ル
ジ
ア
の
国
境
線
は
グ
ル
ジ
ア
憲
法
に
従
っ
た
も
の
で
な
い
限
り
、
一
九
九
一
年
一
二
月
二
一
日
に
受
け
入
れ

ら
れ
た
境
界
線
の
変
更
は
し
え
な
い
。

二
二
二
七



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
七
号�

二
〇
二

国
家
承
認
基
準
の
展
開

　
　

２　

 

ア
ブ
ハ
ジ
ア
は
グ
ル
ジ
ア
国
家
内
部
に
樹
立
さ
れ
た
法
的
規
範
に
基
づ
く
主
権
的
実
体
で
あ
る
。
ア
ブ
ハ
ジ
ア
は
国
家
内
部
で
特
別
の
地
位
を
有
し
、
連
邦
の
合
意
に
基

づ
き
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
多
民
族
住
民
の
権
利
お
よ
び
利
益
を
構
成
す
る
共
通
の
権
能
を
決
定
す
る
。

　
　

３　
 

ト
ビ
リ
シ
と
シ
ュ
ク
ミ
間
に
お
け
る
権
限
配
分
は
連
邦
合
意
︲
憲
法
に
基
づ
く
。
連
邦
合
意
は
双
方
の
同
意
に
よ
る
以
外
に
は
変
更
お
よ
び
修
正
し
え
な
い
も
の
と
す
る
。

　
　

４　

 
ト
ビ
リ
シ
と
シ
ュ
ク
ミ
間
に
お
け
る
権
限
配
分
は
一
九
九
四
年
四
月
四
日
グ
ル
ジ
ア
︲
ア
ブ
ハ
ジ
ア
紛
争
の
政
治
的
解
決
に
関
す
る
措
置
宣
言
そ
の
他
に
基
づ
き
決
定
す

る
。
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
権
利
お
よ
び
権
能
は
一
九
九
二
年
当
時
よ
り
も
拡
大
す
る
。

　
　

７　

 

グ
ル
ジ
ア
憲
法
も
ま
た
ア
ブ
ハ
ジ
ア
憲
法
も
、
民
族
的
少
数
者
の
権
利
に
対
す
る
差
別
を
排
除
し
、
す
べ
て
の
人
の
基
本
的
権
利
及
び
自
由
の
保
護
に
関
し
て
同
様0

の

規
定
で
構
成
す
る
。
両
憲
法
は
と
も
に
国
際
法
に
従
っ
た
難
民
の
帰
還
の
た
め
の
論
争
し
え
な
い
権
利
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
１６１
）　 SC

 R
es 1393 （2002

）.
た
だ
し
同
決
議
は
、﹁
同
文
書
の
目
的
は
国
連
指
導
の
下
で
当
事
者
間
の
意
味
あ
る
交
渉
を
促
進
す
る
こ
と
に
あ
り
、
特
定
の
解
決
を
強
制
し
た
り

命
じ
た
り
す
る
意
図
は
な
い
﹂（
パ
ラ
グ
ラ
フ
四
）
と
表
明
す
る
。

（
１６２
）　SC

 R
es 1615 （2005

）, para.3; SC
 R

es 1716 （2006

）, para.2.

（
１６３
）　M

arc W
eller, “Settling Self-D

eterm
ination C

onflicts: R
ecent D

evelopm
ents, ” 20

（1

） Eu
rop

ea
n

 Jou
rn

a
l of In

tern
a

tion
a

l L
a

w
, 2009, 134.

（
１６４
）　

同
報
告
書
は
、
救
済
的
分
離
権
に
つ
い
て
は
国
際
法
上
の
権
利
と
し
て
存
在
し
な
い
と
し
て
分
離
権
否
定
説
に
立
つ
。

（
１６５
）　IIF

F
M

C
G

 R
eport, V

ol.II, 146-147. A
lso D

ugard and R
aič, su

p
ra

 note 63, 118.

二
二
二
八




